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　そろそろ秋の涼しい風が恋しくなってきた九月はじめ。配属されている県警本部強行犯係に出勤するため、二十三歳の遠野とおの碧唯あおいは、細身の身体に合うスリムフィットのサマースーツを身につけ、年下に見られやすい中性的な顔立ちを引き締める寒色系のネクタイを締めた。

　職人気質のベテラン刑事がほとんどを占める強行犯係で、碧唯は少々肩身の狭い思いをしている。一番年下というのもあるが、他にもっと決定的な理由がある。

　朝礼の直後、先輩刑事の中崎なかざき雅人まさと巡査部長と共に放火事件の捜査へ向かうよう命じられた。中崎は碧唯の次に若い刑事で、周囲に気を遣わせないタイプだから、今回ペアになれたのは助かる。

　二人でパトカーに乗り、碧唯が車を発進させると、中崎は消防からの連絡書を読み上げる。

「午前二時過ぎ、四十代男性がマンションそばのゴミ捨て場で小便をしているところを近隣住民が目撃。注意したところ、ゴミ捨て場が燃えているのを発見。燃えていたゴミは放火された可能性大……、か」

　毛先のはねた髪をかきあげた中崎は、運転中の遠野をちらりと見てから、おおげさに溜め息をつく。

「要するに酔っ払いが立ちションしてたのがきっかけで、ボヤで収まったんだろう。立ちションが役に立ってよかったじゃないか」

　一回り年上の中崎は、捜査に向かっているというのに飄々ひょうひょうとそんなことを言った。

「褒められることじゃないですよ。火災発見時は消防に連絡、尿意は自宅に帰るまで我慢か、コンビニなどでトイレを借りるか、そもそも帰宅の途につく前に済ますのが常識です」

「そんなに堅いこと言わないでよ、遠野巡査部長」

　俗にいう準キャリア警察官の碧唯は、二十三歳ながら十年選手のノンキャリア警察官である中崎と同じ階級にある。現場のたたき上げ刑事たちは、碧唯のようなキャリア組が地方警察に配属されると疎ましく感じるようで、あからさまに厄介者扱いをしてくることが多々ある。けれど、中崎が碧唯に向けるのは、嫌味ではなく子供じみたいたずらだった。

　つんつん、と効果音が聞こえそうな人差し指での脇腹への攻撃に、碧唯はつつかれているほうの脇を締めた。

「運転中に何やってるんですか」

　今回の事件は、放火の危険性や刑罰をよく考えずに行われた、悪質ないたずらだろう。火を放った本人は、県警の強行犯係の刑事が捜査するなんて思ってもいない可能性が高い。それにしても、中崎は緊張感に欠けすぎではないだろうか。

「移動中ぐらい、気楽にいこうぜ」

　口笛でも吹きそうな声音でそう言った中崎は、碧唯が視線を向けると、にかっと笑った。

「現場に着いたら真面目になるから」

　そんなことまで言う中崎の笑顔は、三十代も半ばとは思えないほど無邪気で、顔立ちもなかなかにイケメンだ。強行犯係に初めて出勤したとき、中崎の容貌を思わず数秒見つめてしまったくらい、派手過ぎない顔立ちは好感度が高い。

「お、現場が見えた」

　緩めていたネクタイを締め直し、中崎が白い手袋をはめる。

「さて、お仕事しようか」

　黄色いテープが張られた現場に着き、中崎は勢いよく車を出た。追って碧唯も外へ出る。

　現場は、六階建てマンションの一部に組み込まれているゴミ置き場。道路に面して、扉はない。収集日に出されたゴミ袋はネットで覆うようで、道ゆく人なら誰にでもアクセスできてしまう方式だ。

「放火に使われたのは手持ち花火か。ゴミ袋の中に多量の煙草の吸い殻が混じっていて引火。ゴミ置き場のブロック塀の焦げかたを見ると、立ちションぐらいで消せる火じゃなかっただろうな」

　一部が黒く変色したゴミ置き場のそばにいた制服警官と消防隊員と話せば、三つあったゴミ袋はほぼ全て燃えていたことなどを知らせてくれた。

「出火の原因は、ゴミ袋にのせられたか、差し込まれた花火か。ってことは……」

　そう独り言のように言って振り返った中崎を真似て、視線の先を見ると、小さな公園があった。

「誰かがあの公園で花火をして、消火されていない花火をこのゴミ置き場に捨てたのでしょうか」

　十センチほど上にある中崎の目元を見ると、彼は眉尻を下げる。

「その可能性もあるが、花火の燃えカスが一本ぶんだけってのは変だろう」

　そう言いながら公園に入っていく中崎の後ろ姿は、正直やぼったい。背も高くスタイルだって良さそうなのに、着ているスーツが地味なうえに体型にも合っておらず、どうも哀愁を感じずにはいられない。

　そんな先輩を追い公園に入ると、古びた金属製の滑り台のそばに一部地面が黒くなっている場所を見つけた。燃えきった手持ち花火の残骸が二十本ほど無造作に転がっていて、消火用のつもりだったのか、インスタント麺のカップに黒い水が少量入っている。

「また、典型的な不始末だな」

　やれやれ、と呆れを溜め息として吐きだした中崎は、もうすこし地面を観察してから、公園を囲む建物をぐるりと一周見渡す。

「自治会事務所、公民館、おそらく高齢者が住んでいる民家か。遠野、お前この状況からどんな犯人を想像する？」

　訊かれ、碧唯は焦りながらも自分の推測を口にする。

「民家に住んでいるか、泊まっている親戚の子供とかでしょうか。夜中に少々騒いでも声が聞こえるのは家族ぐらいだからという理由でこの公園を選び、夏休み気分を引きずったまま花火をして、いたずら心がムクムクっと……」

「自分ちの近所を火事にするバカがどこにいるんだよ」

　痛すぎる指摘だが、中崎の口調は鋭くない。むしろ、面白くない冗談にツッコミを入れるような気軽ささえ感じる。

「中崎さんはどう思われますか」

「この地域に住む高校一年生」

「どうしてそんなことがわかるんですか？」

　勉強のために、先輩刑事の推理を手帳に書こうとペンを握れば、それに気づいた中崎はおおげさに咳払いをしてから、腰に両手をあてた。

「深夜すぎに外出できる確率は中学生と高校生じゃ随分ちがうだろう。まあ、咎めない親は中学生だろうが夜通し遊ばせるんだろうが、確率としては高校生。一年生ってのは、ここに煙草の吸い殻がないからだ。今どきの悪ガキはヘルシー志向で煙草なんて吸わないのかもしれないけど、俺の推測としては、吸いたくても自分では手に入れにくい、年齢確認でひっかかるくらい子供のなりをした未成年。近所に住んでるっていうのは、夜中にたむろするには好条件なこの公園が、地元に住んでなきゃ知りようがない場所にあるからだ。まとめて、近所に住む高校一年生だ」

　ふふん、と鼻を鳴らさんばかりの得意げな顔を見て、碧唯は胸がむず痒くなるのを感じた。

　前回の事件でペアを組んだ先輩刑事なら、碧唯の至らない推測を聞けば、鼻で笑うどころか、これだから頭でっかちは役に立たないと嫌味を並べていただろう。

　けれど、中崎は碧唯に嫌味など言わない。この強行犯係に配属されてから半年、数度ペアを組んだが、人を不快にさせる言葉を発しているところを見たことがない。むしろ、いかに気負わず職務に励むかを、教えてくれようとする。

「ちなみに、俺の推理では、ここから車で五分くらいのところにある高校の学生だ」

「そこまでわかるんですか？」

「その高校は、一昔前までは札付きの悪ガキが集められたような公立高校だったんだが、最近はそうでもなくなってきているらしい。とはいってもいまだに中退率はそれなりみたいだけど、一年生ならまだほとんどが在学してるだろう。新学期も始まったばかりだし、犯人は今頃教室で勉強中じゃないかな」

　この推理に関しては、安直ではないかと思った。それが顔に出ていたのか、中崎が仕方なさそうに笑う。

「別に、偏差値で人間性まで決めつけようとしているわけじゃない。ただ、電車通学よりも徒歩か自転車通学の生徒が圧倒的に多い高校だから、この公園の存在を知っている生徒が多いはずだと思っただけだ。なんにせよ、犯人がその高校の生徒なら、今から行って、いたずらのつもりだった行為はれっきとした犯罪だって教えてやれるだろ」

　校内放送でもして、警察官が捜査に乗り出しているとでも言うつもりだろうか。

「理科の実験ぐらいの気持ちで花火の引火力を試したんだとしても、犯罪だってことに変わりはない。でも、謝罪と示談でなんとかなる段階で済んだ事件だから、自分から名乗り出てくれるのが一番だ。今から行ってみようぜ」

　駐車してあるパトカーに足を向けた中崎は、セオリーである目撃者探しなどをすっとばして、その高校に目星をつけてしまっている。言っていることは筋が通っている気がするが、少々思いきりがよすぎるのではないだろうか。

　ともかく、碧唯がすべきは高校までの運転だ。その高校に犯人がいるとしたら、最短時間で検挙できる。

　パトカーに乗り込み、高校へ向かって運転しながら、碧唯は助手席に向かって訊く。

「高校に着いたら、校長先生に校内放送でもしてもらうつもりですか？」

「そうだなぁ」

「考えてないんですか？」

　真面目なのかそうでないのかよくわからない中崎と話しているあいだに、高校が見えてきた。

「赤色灯をつけろ」

「えっ？　な、なんで」

「お巡りさんの登場だって知ってほしいだろ。間違っても音は鳴らすなよ」

　不敵に笑む中崎の目的がよくわからないまま、碧唯は赤色灯をつけた。そして敷地内に入るも、駐車スペースが見つからない。

「停めるとこないし、仕方がないから敷地内で走れるところを全部走ろうか」

「いや、それはちょっと……。ていうか、何の意味があるんですか」

「だから、お巡りさんが来たっていうお知らせだよ」

「えぇ？」

　碧唯が困り果てていると、教師らしき男性が建物から出てきた。そして、何事かと訊きたそうな顔で車内を見てくる。

　車から降りて中崎が事情を話せば、教頭である男性は青ざめた顔をした。

「この地域に住んでいる学生が一番怪しいと踏んでいます。昨夜花火をした生徒を探すのを手伝ってもらえませんか」

　教頭は二つ返事で一年生の教室が集まる廊下に通してくれた。新学期が始まったばかりで、出席率はほぼ百パーセントだ。

「放火事件として捜査が始まりましたが、本人の反省次第では謝罪と弁償で終わる事件なので、できれば本人に名乗り出てほしいんです。それが叶わなければ、私たち警察官は、犯人を特定するまで捜査し、見つけ次第必ず逮捕します」

　中崎は、前途ある若者に逮捕歴をつけないためにも、花火を使ったいたずらはいたずらで済む問題でなかったと伝えたいのだろう。検挙や逮捕数よりも大切なものがある。だからこそ、少々強引な手段で犯人がいると思しき高校まで来て、間接的に事件を収束させようとしている。

　都会的な街を抱える県警で勤務しているのに、中崎は町のお巡りさんといったアプローチを好む。こうした姿勢は、警官になりたいと志しはじめたころの、幼かった碧唯が思い描いたかっこいい警官像だ。

「犯人は見つかるでしょうか」

「見つかってほしいな」

　校長、教頭、職員室にいた教師が手分けして各クラスに至急通達を出してくれた。校内放送でない理由は、名乗り出ろと言われても、学校全体に注目されていると思えば二の足を踏んでしまいかねないという教員たちの意見が出たからだ。相手は思春期の学生だ、方法の選択は教育者に任せたほうがいい。あと十五分ほどで授業が終わるというタイミングだったので、碧唯たちは三十分高校で待つことを決めた。

　結局、この放火事件は、逮捕者が出ないまま同日午前に解決した。犯人は中崎が言ったとおりこの高校の一年生二人組。監視カメラの映像も目撃者もない深夜の事件だったが、高校の素早い対応もあって、二人組の両方ともが授業の終わりと同時に校長室へ来た。教室からパトカーの赤色灯が見えて、何事かと不思議に感じていたところに、教師からの通達があり、慌てて名乗り出たという。

　放火の危険性と課されかねない刑罰を噛みくだいて話せば、夏休み気分をひきずっていた少年たちもことの重大さを知り、深く反省していた。

　高校からの帰り道、碧唯が運転していると、中崎が窓の外に向かって手を振った。信号待ちのあいだに、歩道にいた子供がパトカーを見て手を振っているらしい。

「手を振ってくれたら、振り返すほうがいいんでしょうか」

　今のご時世、どんな行動が職務怠慢と批難されるかわからない。子供が手を振ってくれたら返したいけれど、碧唯は二の足を踏んでしまう。

「子供を無視しちゃいけないだろう」

「そうですよね」

　子供の目には大人のしがらみなんて見えないのだから、素直に応えればいい。前向きな中崎を見ていると、胸が温かくなった。

「ママも美人だったしな」

　良い警官だと思ってじんとしたところだったのに、子供の母親の容姿をいちいちチェックしていたなんて。感心を返してほしい。

「不謹慎ですよ」

　とは言いつつも、中崎の推理が完璧に的を射ていたのには驚かされた。少年たちが名乗り出たときには、拍手をしたいくらい脱帽した。

「公園の状況から立てた推理がすべて当たっていましたね」

　名刑事ぶりの秘訣を知りたくて言えば、中崎は大したことないと笑う。

「俺は県内出身で警官になってからも県内の転勤は何度もしてるからさ。地域のことはよく知ってるつもりだ。だから、推理っていうよりも確率の高そうな方向性を選ぶだけだ」

　経験を活かしきるのが秘訣ということだろう。想像通りの答えではあるが、こうして手腕を見たあとだと説得力に満ちている。

「こればっかりはちょっとずつ覚えていくしかないからな。気長に頑張ろうぜ」

　〝頑張れ〟ではなく〝頑張ろう〟という言葉が、無性に嬉しかった。

「はい。頑張ります」

　やる気にさせるのがうまい男だ。学生時代に部活の部長なんかをしている姿が目に浮かぶ。

「体育会系の部活とかで部長とかしてませんでしたか」

　他の先輩警官にはなかなかこんなことを話しかけられないけれど、嫌がらずに返事をしてくれると信じて訊いてみた。すると、

「中高はバレー部で副キャプテンだったな」

　と、おしい答えが返ってきた。

「キャプテンに推薦されませんでしたか？」

「どうだったかなぁ。もう覚えてないけど、どっちにしても、副がつくぐらいがちょうどいいんだよ。キャプテンほどお利巧じゃなくてもいいし、平部員よりもちょっと偉い感じがあるからさ」

　性格がよく表れている答えだ。要領が良く人も良く。そんな中崎に、胸の疼きを感じてしまう。

　碧唯には、誰にも言えない秘密がある。それは、同性だけに恋愛感情を抱く性的指向だ。

　男性がほとんどを占める完全縦社会で、連携を必須とするのが警察組織だ。どれほどメディアで取り上げられようと、世間に理解が広まろうと、警察組織内では同性愛者は受け入れられない。理解してくれる警官もいるだろう。けれど、連携を揺るがす存在と思われたが最後、異質な目で見られ、敬遠されてしまうのは必至だ。

　それが警察という組織だと理解しているし、覚悟して警官になった。だから、秘密にすることに疑問も問題もないけれど、警官歴二年目にして中崎のような魅力的な警官と同僚になってしまったのは予想外だった。

　中崎の人の良さに、どうしても惹かれてしまう。先輩警官としても男としても、ときおり無意識に目で追っていることもある。これでは、いつ秘密がばれてもおかしくない。

　気を引き締めなければ。ハンドルを強く握ったとき、助手席から話しかけられた。

「下の名前は碧唯だったっけ」

「はい」

「爽やかで良い名前だな」

　中崎のことを考えていたところに突然褒められてしまい、返事が思いつかず焦った碧唯は、

「中崎さんは」

　と咄嗟に訊き返していた。

「雅人。ガキのころのあだ名はまーくん」

　なぜかあだ名まで教えてくれた中崎は、何を考えたのか碧唯を〝あおちゃま〟と呼びはじめた。

「あおちゃま、昼飯はファミレスか牛丼屋どっちがいい？」

「どっちでもいいですけど、あおちゃまはやめてください」

　着ているスーツと同じでどこか野暮ったいあだ名を思いついてくれたものだ。響きは微妙でも、親密になれた気がするあだ名が、実は嬉しかったりする。けれど、その感情をうまく表せないまま署に戻った。そして、碧唯が本音と逆さにどれほど拒否しても、中崎は昼食のあいだずっと、あだ名で呼び続けた。
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　放火事件が解決して数日後の深夜すぎ、当直中の中崎から緊急出動の要請がかかった。夕方からの雨が残暑と合わさり、空気がべたつく夜、繁華街外れの小路に出動した二人を待っていたのは、傷害事件の現場だった。発見者の通報により、被害者は病院に搬送されていて、碧唯たちが駆けつけたころには鑑識係と警官しかいなかった。

　立ち入り禁止になった小路は、ずいぶん水はけが悪い場所だった。ブルーシートが張られた刺傷現場には、雨水で薄まってしまい原形をとどめていない血痕だけが残っていて、犯人の足跡を探すのは絶望的な状況だ。

「血を流して倒れていたガイシャが発見された時刻は深夜、凶器は発見できず、事件の目撃者もなしか。ガイシャは手術を受けている最中で話は聞けないと」

　中崎が主導となり、透明のレインコートを着た警官から詳しい状況を聞くも、これといって犯人の手がかりは見当たらない。

「ガイシャには何か特徴があったのか」

　中崎の質問に、警官が複雑な表情で答える。

「それが、ガイシャは男性だったんですが、茶色のカールした長髪で女性ものの服を着ていました。この地域のおかまバーの店員のようです。ガイシャのものだったと思われる店の名刺が現場に落ちていました。財布など金目のものは盗られていません」

　酒に酔い、何かの理由で激高した客の犯行だろうか。考えを巡らせながら、碧唯は中崎を見る。

「女性と間違われての犯行でしょうか」

　言ったものの、その可能性は低いと思う。現場には誰かともみ合った形跡がなく、状況から見て、突然後ろから刺されて倒れたようだ。女性と間違われたなら、強姦未遂の跡が残るか、もしくは貴重品を盗まれていそうなものだ。

「なんとも言い難いが、ともかくそのおかまバーに行ってみよう。今ならまだ店に人がいるかもしれない」

　必要な連絡を済ませ、碧唯たちは被害者が勤務しているおかまバーに向かうと、今まさに帰宅しようとしていたオーナーママと出くわした。事情を話せば、綺麗に化粧が施された顔が蒼白になった。

「あの子が刺された!?」

　驚愕してから、心配して涙を滲ませるママを見ていると、被害者は恨みを買うような性格ではなかったのではないかと感じる。やはり、借金や怨恨など思い当たる節はないと言われた。

「今晩も含め、最近店のもめ事などもなかったですか」

　碧唯が訊くと、ママは大きく首を横に振る。

「ないわ。この店も家賃は払ってるし、ヤバいところからの借金もない。他の店ともめたことだってないわよ」

　年季が入り色あせた店の看板からも、この店が長いあいだ愛されてきたのがわかる。ママの言葉に嘘は微塵も感じられない。

「恋人や浮気相手など、痴情のもつれについて、被害者から話を聞いたことは？」

「彼氏はしばらくいないみたいよ。あの子の悩みといえば気の合う男がいないことぐらいで、他には愚痴も相談も聞いていないわ」

　そう言ったママは、何かに気づいて胸元に手をあてる。

「あの子、心は女なの。もうすぐ身体も女になる予定で、そのために貯金してたのよ」

　被害者と話すときには女性として接してほしいという、配慮の願いが込められていた。中崎は真摯な表情で頷き、碧唯も頷いてから、メモに自分への注意書きを残した。

「明日、従業員の方たちにもお話を聞くことになると思いますが、ともかく今夜は気をつけて帰ってください。ありがとうございました」

　中崎が丁寧な言葉と共に小さく頭を下げた。碧唯も頭を下げると、ママは傘を差して帰路に就いた。

　不安げな背中を見送り、次の行動に向け指示を待っていると、中崎は数拍考えてから口を開いた。

「この雨でこの時間帯だ、目撃者探しは難しそうだけど、ちょっとねばってくれるか」

「もちろんです」

　時刻はもう午前一時をまわっている。繁華街の端といっても、今日は週半ばで夕方から雨が続いているから、視界が悪いうえに人通りも少ない。街行く人は水たまりの有無に気を取られて周囲のことなど見ていなかったはずだ。犯人が返り血を浴びた状態で堂々と歩いていないかぎり、目撃者は出てこないだろう。

「ママの言うことを全面的に信じるとしたら、この事件は怨恨じゃなく通り魔ってことになるな」

　怨恨でも強盗でもないなら、可能性は通り魔に絞られてくる。事件の痕跡がほとんど残っていない状況で、犯人と思しき人物を見た者が一人も現れなければ、犯人逮捕は厳しくなる。

「目的が何であれ、計画性を感じるんだがな」

　ひとりごちるような中崎の言葉に、碧唯は嫌な予感を覚えた。中崎も、何かを感じている様子で、それがまた碧唯の不安を煽る。

　そして、碧唯の嫌な予感は三日後の夜に的中してしまうのだった。

　同じ繁華街で、刺傷事件が起こった。またしても午後から不安定な天気が続いた日、深夜を越えてから人通りの少ない小路で、被害者は背後から突然切りつけられ、重傷を負った。傷の深さ、形状から凶器は同じナイフとみられ、三日前の事件と同一犯の疑いが濃厚とされる。

　三日前の事件から、まだ犯人の人物像すら掴めていない。目撃者探しも困難な状況で、中崎と碧唯を主軸に、ひたすら繁華街とその周辺を歩き回り、犯人についての情報を探している状態だった。

「同一犯の可能性が高いなら、先に今回の事件の目撃者を探すぞ。急ぐぜ、遠野」

　緊張に包まれた朝礼の後、被害者についての情報が書かれた書面を手に立ち上がった中崎は、碧唯の肩をぽんと叩いた。けれど、先に被害者について読み終えていた碧唯は、胸の中に生まれた不快感のせいで、リアクションをできないでいた。

「どうした？」

「いえ、何でもありません」

　そう言ったものの、被害者の男性のことが、どうしてもひっかかる。

　男性は繁華街にあるバーからの帰り道で被害に遭った。そのバーというのが、ゲイ男性の集まる店として、その界隈では有名なのだ。中崎は知らないようだが、碧唯は店名を見て気づいていた。

　二つの事件の被害者は、おかまバーの従業員、そしてゲイバーの利用客。共通点はどちらも男性を恋愛対象にしていることだ。一人目の被害者は、おかまバーで勤務し、性転換手術の資金を貯めている最中だった。心は女性なのだから同性愛者と一括りにはできないけれど、犯人の目にはおそらく、同性愛者の男性に映っていただろう。

　これが事件の作為的共通項でないならそのほうがいい。手がかりが減っても、この推測が間違っていることを、碧唯自身は祈りたい。

「体調不良にしろ気掛かりなことがあるにしろ、何かあるなら遠慮なく言えよ」

　パトカーに乗り込もうとしたとき、車体越しに中崎の心配そうな声が聞こえた。

「大丈夫ですから」

　思った以上に棘のある返事をしてしまい、慌てて中崎を見ると、困ったような呆れたような顔をされてしまった。

「すみません」

「疲れてたって仕方ねえよ、忙しかったからな。俺も、毎日出動要請があるより、給料泥棒って罵られても事件が起こらない世の中のほうがいい。けど、なかなかうまくいかないもんだよな」

　おそらく、碧唯の態度は疲労のせいではないと中崎はわかっている。けれど、気づかないふりをしてくれるところに、先輩としての包容力と優しさを感じる。

　こんなに人が良い先輩に、八つ当たりなんてしては罰が当たる。気鬱きうつを晴らすために大きく息を吐いてから、運転席に座った。

「運転よろしく」

　どれほど嫌な事件が起こっても、解決に向けて前進するのみ。緊張感と元気をほどよく持って助手席に座った中崎とともに、碧唯は現場付近へ聞き込み捜査へと向かった。

「事件直前までガイシャが利用していたバーは、ゲイバーだったのか」

　現場周辺の地図から店のことを知った様子の中崎は、何かに思い当たってしばらくスマートフォンを操作し続けた。

「今回のガイシャはＳＮＳ上でちょっとした有名人だったようだな。男同士のハメ撮り画像に動画にと、なかなか過激なアカウントを持ってる。強制削除されてないのが不思議だぜ」

　被害者の過激なアカウントを見つけた中崎が眉を寄せたとき、現場に到着した。車を停車させた碧唯にも、中崎は被害者のアカウントを見せてくる。

「一件目のガイシャも彼氏募集中みたいなことを頻繁にアカウントに載せていただろう。目くじら立てるやつがいても不思議じゃない。これはどう考えても動機の一部だ」

　十数分運転しているあいだに、中崎も碧唯と同じ推論に辿り着いたようだ。

「通り魔だが無差別ってわけじゃない。犯人が二人の被害者と直接関係ない奴なら、ヘイトクライムか」

　推測に対する自信を感じさせる声音に、碧唯は唇を噛んだ。

　わいせつ画像や動画を公衆の目に触れさせる行為については、反感を買っても仕方がないと思う。が、犯人がターゲットにしているのは、同性愛者だ。

　考えれば考えるほど不快になって、遂には奥歯を噛みしめていた。それを助手席から見られていたことに気づかぬまま、碧唯はパトカーを降りた。

　事件発生直前まで被害者がいたバーから、狭い路地をおよそ五十メートル進んだところが現場だった。店舗の裏口がいくつかあるものの、外灯もなく人通りが少ないことは容易にうかがえる。

「これもまた、目撃者探しは難しそうだ」

　初動捜査の成果が事件解決の鍵ともいえる。急ぎたい気持ちは山々だが、思い通りにいかない状況に、中崎の語尾にももどかしさが滲んでいた。

「ガイシャが事件発生直前までいたバーの聞き込みは今晩にしかできないだろうが、それまでは周辺を片っぱしからあたるしかないな」

　焦りを抑え、路地に面した裏口がある店をすべてあたってみたが、手掛かりは一つもない。他の捜査員が被害者の人間関係を洗っても、刺傷事件の動機になり得るようなトラブルは見つけられずに終わった。

　遅すぎる昼食を牛丼屋で済ませ、件のゲイバーに向かった碧唯たちを待っていたのは、店のオーナーでバーテンダーの一人である四十代の男性だった。店主は開店作業を始めた直後に現れた碧唯たちを見て、やっぱり来たかと言いたげな顔をする。

　事件のことをすでに知っていたようだ。それなら話が早いと、中崎が碧唯のぶんもまとめて身分を告げ、質問を始めた。

　靴の底が平らになりそうなほど歩き回ってさすがに疲れてきたのと、やはりどうしても払拭できずにいるヘイトクライムの可能性が腹立たしくて、碧唯はさっきから情報の記録に徹している。聞き込みをしようにも感情が表に出てしまう気がしてならないから、中崎の一歩後ろでノートとペンを持ち、必要な情報を書きとれるように構えた。

「昨晩こちらに普段は見かけない客や、挙動が不自然だった客は来ませんでしたか？」

　問いに対し、店主は眉を寄せて小さく首を横に振る。

「金曜だったから、一見さんも多くて混んでたんです。全員のことは覚えていないですけど、特におかしいと感じるお客さんはいなかったですよ。それに刺された人は常連なんですが、他の常連と飲んでいただけで、帰り道に刺されるなんて誰も想像してなかったですよ」

　おかまバーの従業員と同じく、事件当日のもめ事の延長ではないようだ。

「被害者が狙われてしまうような口論や痴情のもつれなどは過去になかったですか」

「若いけど遊び方を知ってる人だったから、目ぼしい相手がいない夜は一人で帰るし、相手に選ぶのも後腐れのなさそうな人ばかりだったと思います」

　客の様子をしっかり把握しているのだろう店主の言葉に、既に得た情報との齟齬そごは見つからない。中崎も、この店を通した怨恨の疑いはないと踏んだようだ。

「ありがとうございます。念のため、昨夜勤務していた従業員の方にもお話をうかがいたいのですが」

　落ち着いた口調の中崎に好感を得たのか、店主は今夜も同じスタッフが出勤してくると教えてくれ、開店前にもう一度訪ねれば、全員と話せるようはからってくれるとも約束してくれた。

「よろしくお願いします」

　微笑んでから頭を下げた中崎に、店主も頭を下げていた。捜査内容の深刻さがなければ、一杯飲んでいけと言ってくれそうなほど、中崎を気に入ったようだ。

　バーの開店時間までは、ティッシュやチラシを配布する人たちや、道に面してオープンなカフェなどで目撃者を探したが、目ぼしい収穫はなかった。溜め息を堪え、バーに戻って事件当夜に出勤していたスタッフから話を聞いたが、誰も犯人につながる情報を持っていなかった。

「これだけ探しても目撃者が一人もいないなんて」

　パトカーに戻り、行き先の指示を待っていると、若干寝癖が残っている髪を乱暴に掻き上げて、中崎はため息を一つついた。最後まで丁寧な口調で聞き込みをしていたけれど、整った容貌には疲労が伺える。

「とりあえず署に戻って今日の仕事は終わらせて、メシ食おうぜ」

　時刻は午後八時を越えている。署に戻り、報告書を纏めたころには飲食店も閉店準備を始めるころだろう。

「そうですね」

　夜通しの捜査にならなくて安心した。ほっと一息つきたい気分になったとき、連れ立って夕食に行こうと誘われていることに気づいた。

「あの、メシって」

「飲み屋以外はもう開いてない時間になるから、俺んちに来いよ。お前んちから近いだろ。俺がぱぱっと作るから、それ食って元気出せ」

　まさか中崎の自宅に呼ばれるとは思ってもいなかった。ここ数日、夜遅くまでの捜査が続いて、コンビニの売れ残り弁当ばかり食べていたから、誰かの手料理というのは魅力的だ。けれど、中崎だって碧唯と同じだけ働いているのに、料理なんてさせていいのだろうか。

「中崎さんもお疲れでしょうし、僕は大丈夫ですよ」

「俺一人でも何か適当に作って食うから、二人ぶんになっても変わらねぇよ」

　遠慮は無用だと笑う中崎に急かされ、碧唯は署まで車を走らせた。そして諸々のデスクワークを済ませ、中崎の車に乗せてもらった。

「野岸駅のそばに住んでるんだよな。俺んちから車で五分くらいだから、食い終わったら送るよ」

　気負わせない口調で微笑みかけられ、碧唯は中崎を直視できなくなった。

　碧唯のような一、二年だけ現場経験を積み、警察庁に移る準キャリア警官に対する風当たりはあまり穏やかなものではない。階級だけはどんどん上がり、若くして役職に就いてしまう準キャリアは、現場で日々努力を重ねる刑事にとっては、本物の刑事ではないと思われることもしばしば。けれど中崎だけは、垣根なく後輩を育てる気で接してくれる。それだけでもありがたいのに、食生活や精神面まで気にかけてくれるなんて。

　食事に誘われたのはきっと、今日の態度のせいだ。事件の動機と思われる共通点が、同性愛者であったことがどうしても腹立たしくて、いつにも増して口数が少なくなっていた。

　もし、態度の理由を訊かれたら、正直に答えよう。

　今後のキャリアに必要な経験だからと、他の刑事たちに冷ややかな目を向けられても平気な顔をして毎日県警本部に出勤しているが、本音を言えば、中崎がいなければ異動の日を指折り数えて待っていたと思う。そんな、後輩思いの中崎だから、碧唯も正直でいたい。

　二十分ほどで着いたのは十階建てのマンション。静かな住宅街にあり、特に目立つデザインではない外装が、中崎の人柄を表している気がした。

「卵は食えたよな？」

「はい。好き嫌いもアレルギーも特にありません」

「嫌いがないのはいいけど、好きな食い物はあるだろう」

「そう……ですね」

　何を作ってくれる気だろうか。下手に好物を言って気を遣わせては悪いから言わないけれど、たしかに好きな食べ物はあるし、苦手な食材だってある。けれど、親切な先輩が作ってくれる料理なら、何だって美味しいはずだ。

「散らかってはないけど、もてなしに向いてる部屋でもないから、まあ、期待しないで入ってくれ」

　そう言って通してくれたのは、飾りの類が一切ない２ＬＤＫ。忙しいはずなのに、清潔そうで生活感が見えないくらい整頓されている。

「毎日掃除してるんですか？　すごくきれいです」

「毎日ってわけじゃないけど、気になったところはすぐ掃除するようにしてるんだ。別の所轄で刑事部にいる同期が部屋にキノコ生やしたって噂を聞いてさ、それだけはごめんだと思って掃除を癖づけたら、今は苦に思わないようになったんだ」

　軽口も多いが、中崎は必要な作業をきっちりと終わらせる。しかも効率重視で、手本にしたところ碧唯も効率よく仕事を片付けられるようになった。掃除も、要領よく済ませているのが想像できる。

「掃除もして、料理もできるなんて、中崎さん実はモテるんじゃないですか」

　今日は心配させてしまったから、努めて明るい口調で言ったのに、

「実は、ってなんだよ」

　と笑われてしまった。

「オムライスでいいか？」

　そう訊かれながら入ったＬＤＫもよく片付いていた。というより、家具の類は必要最低限に絞られていて、空間が広く感じる。そのうえカーペットの織りや少ない家具が凝っていて、なにげにお洒落だったりする。

　意外な一面を見たと同時に、中崎が今までずっと独身で、しかも女性の気配を一切感じさせないのが不思議になった。

　残業、休日出勤の多さを考えれば、安定収入の公務員といっても刑事と付き合おうと思ってくれる女性はなかなか現れないのかもしれない。そもそも出逢いの場と時間が限られるので、数少ない出逢いが長続きするものでなければ、恋人がいない期間が長くても仕方がない。

「オムライスは好物です。いただきます」

　格好の良いスタイルで、顔立ちも整っているのに、体型に合わないスーツを着ているせいか少々野暮ったく見えてしまう中崎。親切なのは言うまでもなく、そんな男の交際状況について考えるなんて、邪推のような気がする。

「何か手伝えることはないですか」

　これ以上は考えたくなくて、手伝いを申し出たが、断られてしまった。

「たまにはかっこつけさせろよ」

　家事に馴染みがあるのも男性の魅力だと知っているからか、中崎はそんな冗談で碧唯を座らせた。

「俺もさ、なかなかいい男だと思うんだよ自分のこと」

　明らかな冗談口調でそう言った中崎は、冷蔵庫にあるものを最大限に活かし、オムライスのほかにも副菜まで作っている。

「でも、なぜかすぐにフラれるんだよなぁ。デートの最中に仕事の話もしないし、体力には自信があるから買い物に付き合っても文句言わないし。優良物件だろ？　なのにフラれるんだ。見る目のない女が多くて困るぜ」

　仕事中の姿勢を見ても、良い恋人になりそうだと碧唯も思う。あえて短所を挙げるならこの軽口かもしれないが、それにしても大幅減点したくなる程ではない。

「あまり相性の良い女性たちじゃなかったんでしょうね」

「お？　遠野には俺の魅力がわかるか」

　ケチャップライスを完成させ、軽快に卵を割りながらにこっと笑う中崎は、三十路のくせに可愛く見えて、碧唯は胸の隅がむず痒くなるのを感じた。隠さずとも知られないのに、この疼きを隠さなければいけない気がして、口からは気持ちと反した言葉が出る。

「そういうわけでもないですけど……」

「なんだよ、お前も見る目がないタイプか」

　ははっと笑う中崎に気を害した様子はない。気取らない性格がよく伝わってきて、素直に褒められない自分の性さがが口惜しくなる。

　中崎の魅力には嫌というほど気づいている。けれど、それが伝わりすぎてしまうと、どれほど人の良い中崎でも、敬遠されてしまうのは目に見えているから、怖くてうまく表せない。

「できたぞ。オムライスとサラダ。盆が無いから、取りにきてくれ」

　見事なまでの素早さで用意してくれていた副菜はサラダだった。手際の良さに感心しながらキッチンエリアに入ると、ふんわり卵が美味しそうなオムライスと、トマトとアボカドののったサラダが綺麗に盛り付けられていた。

「洋食屋さんみたいで美味しそうです」

　白無地の皿に盛られているのに、彩り鮮やかだから急激に空腹感を覚える。事件のことと厳しい暑さのせいで、健やかな食欲はここ数日感じなかった。だから、美味しそうだ、食べたいと思わせてくれるこの夕食が、本当にありがたい。

「オムライスには自信があるんだ。さて、食おう」

　椅子が二脚だけのこぢんまりしたテーブルを挟み、向かい合った中崎と、同時に合掌していただきますの挨拶をした。そして、サラダをとばしてオムライスから口に運ぶ。

「わぁ、本当に美味しい」

　ふわっとした卵の下には、ケチャップが主張しすぎず程よく味付けされたライスがあり、その具は冷凍のミックスベジタブルのようだが、炒めながら解凍したのではなく、下ごしらえしてから白米と混ぜられている。なぜそれがわかるかというと、何度かチャーハンやケチャップライスを作ったことがあるが、碧唯は段取りをすっとばしたので水っぽいものになってしまったからだ。

「その様子だと自炊とは縁遠いんだな」

　からかうわけではなく、ただ碧唯の生活習慣と体調を気にしてくれているようだ。それはおそらく、碧唯がアパート暮らしをしていると話したところにあるだろう。

　警察官の寮は家賃が安くて食堂もついている場合が多い。ただ門限やその他規則があり、生活の自由に制限が出てくる。それでも、他警官と親睦を深め団結力を養えるからと、体育会系の警察組織では、若いあいだの寮生活は誰もが通る道とされていた。そこに、準キャリアとして煙たがられている碧唯が寮ではなくアパート住まいだと言ったものだから、学歴主義者は人間関係を疎かにする、と嫌味を言われたものだ。しかし中崎だけは、なぜアパートを選んだのかと訊いてくれた。

　碧唯の場合は、幼いころから可愛がってくれていた叔母が県警本部に通うのに便利な立地にアパートを持っていたという単純なものだった。ちょうど空室があり、タダ同然で住ませてくれている。管理人もしている叔母がときどき料理を届けてくれるため、碧唯の健康状態などが家族に伝わるという利便性もある。決して、他の警官たちと交流を持ちたくないという理由ではなかった。

　至極合理的な生活環境だ。理由を知れば誰だってそう思うだろう。なのに、それを知ろうとしてくれたのは中崎だけだった。

「自宅の近所にコンビニが二つもあるし、叔母がときどき作り置きしてくれるので、自分ではなかなか。練習しないから上手くもならないですし」

　少々自虐的な口調になってしまったのは、中崎の世話になりっぱなしだと再認識したから。後輩が先輩の世話になってもおかしくはない。ただ、今日一日を振り返るだけでも、必要以上の世話になり、迷惑をかけてしまった自覚はある。

「そんな好条件じゃ、飯を作る気は起こらないだろうな」

　軽快な動作で食べる中崎は、見ていて気持ちがいいくらいだ。そんな先輩は、碧唯がオムライスを半分ほど食べたところで、何気なくといった口調で訊ねてきた。

「今回の事件、何か思うところがあるって感じだな」

　やはり悟られていた。気が散っていては、それこそ連携に支障が出る。今夜招いてくれたのは、こうして話すためだったのだろう。

　他の誰にも聞かれない場所で、気持ちを解してから碧唯の内心をそっと探ってくれた。それも嬉しいし、訊かれれば話そうと決めていたから、碧唯は思いきって口を開く。

「中崎さんが言っていたとおり、僕も一連の事件はヘイトクライムだと思います」

　警察組織は、どこまでいっても男社会だ。そんな中で同性愛者だと知られれば、どんな扱いを受けるかわからない。だから、話すなら信用できる人にだけ。公務員試験を受ける前からそう決めていた。

　中崎はその信頼できる警官だ。けれど、いざ話そうと思うと、緊張してしまう。

　賛同したきり黙った碧唯に、中崎は特に視線を向けるわけでもなく、ただ、

「そうか」

　とだけ言った。

　無理に聞き出そうとしない姿勢に励まされ、碧唯は遂に核心を口にする。

「僕は、その……、僕も、この犯人に狙われる対象だから、すごく腹立たしくて」

　同性愛者だと知っても、中崎は碧唯に対し嫌な態度はとらない。そう信じているから話したけれど、数拍は目を見ることができなかった。

　無意識にスプーンの柄をきつく握りながら、恐る恐る中崎を見れば、眉をハの字にして大袈裟な溜め息をつかれた。

「なーんだ。俺の捜査のやり方が昔のサスペンスドラマみたいでヤダ、とかじゃなかったんだな」

「ち、違います」

　想像もしていなかったことを言われ焦る碧唯に、中崎はさらに続ける。

「心配してたんだよ。足で稼ぐとか古臭いー。とか思われてるんじゃないかってさ」

「僕は、中崎さんを古臭いだなんて思ったことはありません」

　自身を時代遅れのオヤジといわんばかりの物言いだが、被害者のＳＮＳアカウントを探し、ヘイトクライムの可能性を自らはじき出したのは中崎だ。

　たしかに、日ごろのスーツ姿からは哀愁を感じるときがあるけれど、中崎本人を古臭いだなんて思ったことはない。そんなふうに捉えてほしくなくて、少々前のめりになりつつ言えば、中崎はにこっと笑う。

「見る目があるな、遠野は」

　感心した、と大袈裟に頷く中崎は、カムアウトされた気まずさをかき消すために的を外したことを言ったわけでも、大きくリアクションしているわけでもない。少々ふざけた性格なのもあるだろうけれど、一番はやはり、碧唯の気まずさを消すために気遣ってくれているのだ。

　話したのが中崎で本当によかったと、心底思った。

「カムアウトしたの、中崎さんが初めてです」

「そうだったのか。勇気が要っただろう」

　碧唯の目をまっすぐ見た中崎は、碧唯の決断を称えるような、優しい目をしていた。

「勇気……は要りましたけど、中崎さんだから言えました」

　素直に思っているとおりを言えば、嬉しそうな笑みが返ってくる。

「いつでも飯食いにこいよ。俺も、一緒に食べるやつがいると腕がなるからさ」

　碧唯の性的指向を知ってもなお、受け入れて招いてくれるなんて。安堵と歓喜に目元が熱くなる。

　今までと変わらずに接してくれるのは、碧唯が不必要に中崎を恋愛対象にしてしまわないと信じているからか。もしくは、中崎にとって碧唯は完全に恋愛対象から外れていて、碧唯が何を感じようにも発展することがないことの表れなのだろう。中崎の優しさに触れるたび、碧唯の心には熱が生まれるから、寂しくないと言えば嘘になる。けれどやっぱり中崎に疎まれるのだけは嫌だから、くすぶる感情には蓋をするしかない。

「ありがとうございます」

　せめて良い後輩と思ってもらえるように、仕事に励もう。自分にできることで、中崎の役に立って、異動して離れたあともときどき思い返してもらえる後輩警官でいたい。

　目標とすべきことがはっきりと見えて、ヘイトクライムと思しき事件のせいで鬱屈していた気分が晴れた。

　中崎手製のオムライスは、たしかに碧唯を元気づけてくれた。










三











　中崎に自分のことを話せたからか、力みが抜けて捜査に集中できるようになった。だが未だ犯人の手がかりすら掴めていない。捜査本部に焦りが募る中、また被害者が出てしまった。

　夕方から雨が降ったりやんだりを繰り返していた日の午前二時すぎ、繁華街の巡回警官が増えている中で起こった事件だった。

　凶器は前回までと同型のナイフで、被害者は背後から刺された。共通点が並ぶなか、今回には大きく違う点が一つある。それは、被害者が刺されて道に倒れた際、犯人の背格好を見ていた。ただ、刺されたショックと恐怖から、その印象は曖昧だった。それでも情報を掴めたことに変わりはない。犯人は男性とみられ、身長はおよそ百七十センチ、犯行時には黒色のレインコートを着ていたという。その証言から、現場近くでゴミ出しをしていた飲食店店員が、犯人と思しき男を目撃していたことがわかった。雨は降り続いていたのにレインコートを脱ぎ捨てていったのが印象的で、短髪で黒いＴシャツ姿だったのを覚えていたのだ。そのレインコートも捨てられた場所に残っていて回収することができた。

　レインコートには犯人のものと思われる毛髪と、被害者の返り血がわずかに付着していた。毛髪はＤＮＡ鑑定に出されたが、今までに起訴された殺人、傷害事件の犯人のデータにはヒットしなかった。そう報告を受けても、中崎は落胆せずに力強く拳を握った。

「今回のガイシャもゲイバーの帰路で被害に遭ってる。動機はほぼ確定だ。背格好がわかればこっちのもんだ」

　身長百七十センチ前後の短髪の男性なんて、世の中数えきれないほどいる。はっきりしない目撃情報だけれど、その僅かな情報から犯人を見つけだすのが刑事の本領だ。

「巡回する警官が増えていても、三度目の犯行に及んだ犯人ですから、この繁華街に頻繁に出没している可能性も高そうですし、逮捕に近づきましたね」

　中崎の自信に同調するも、繁華街の規模を考えるとすぐに逮捕できるとは思えない。経験の無さが生み出す不安を払い落とすように、碧唯は中崎を見上げた。

　相変わらず微妙にサイズの合わないスーツを着ながらも、真剣な眼差しが男前な中崎は、碧唯の硬い表情に気づき、眉尻を下げる。

「なんだよ、怖い顔して」

　気負わせない態度を貫きつつも心配してくれている中崎に、碧唯は意を決して口を開く。

「僕がおとりになれば、犯人逮捕により近づけないでしょうか」

　犯人を特定するには情報が乏しすぎて、今の状況では効果的とは言い難い手だ。けれど、幸いなことに広い繁華街の中でもゲイバーは数が限定される。碧唯が客として入り、ある程度の指針を持って怪しい人間を探せば、逮捕に貢献できるはず。

「やる気は嬉しいけど、危険だ。おとり捜査の経験もないだろう」

「僕は、警官になった時点で危険を覚悟しています。でも、今までの被害者はそうではありません。新たな被害者を出さないためにも、早期解決に繋がるなら、少々怖い思いをしたって構いません」

「怖い思いって……。怖いだけで済まないかもしれないって話をしてるんだろ」

　性的マイノリティというだけで狙われてしまうなんて、あってはならないことだ。なのに、今ある情報だけでは犯人を見つけられず、そのあいだに、次にターゲットにされる人物が出てしまう。ならば、警官である自分がターゲットになればいい。もうこれ以上、罪なき人を被害者にしてはいけない。

「正直なところ、僕はゲイバーにはあまり親しみがないし、挑発的なＳＮＳアカウントももちろん持っていません。でも、犯人が来そうなバーに入ってなんとか目立てるようにして、犯人の注意を引けば、単独で帰宅するふりをしたところを襲ってきてくれる可能性があります。狙われているとわかっていれば、背後から刺される前に避けるか逃げるかできますし」

　巡回警官や他の捜査員との連携があれば、できると思う。中崎に自分の性的指向を話した夜から考えていたことだ。

「このあたりで同性愛者が集まることで知られる店は三十件ほどです。その中で、ターゲットを絞るために犯人が一旦入店しても怪しまれない規模の店舗は七件、今回、前回の事件で被害者が利用していた二件にはしばらく現れないと仮定して、残りは五件。おかまバーの周辺は、最初の一件の後から暴力団風の男数名が見回りをしている様子もあり、巡回警官も増えていますから、ゲイバーの五件に的を絞れば……」

　組み立てたおとり作戦を必死になって伝えようとして、中崎の意見を聞いていなかった。中崎は黙ったまま空を見上げ、「うーん」と呻いた。

　性格的に、碧唯の考えに賛同できなくても頭ごなしに否定はしないだろう。けれど、なかなか返事をしてもらえず、呆れられたのか不安になった。

「机上の空論でしょうか……」

　毎晩五件のバーに潜入できるわけではない。それに、犯人がこちらの思うとおりに動いてくれるとも限らない。無理は承知だったが、巡回よりは犯人と接近できると思った。

　碧唯だってこの犯人を早急に捕まえたい。

「巡回警官を他のバー付近にわざと集中させて、犯人の選択肢を絞るか……。でも、うまくいかなきゃ捜査班が叩かれるだけじゃ済まないからなぁ」

　中崎の言うとおり、一点に集中して警戒しているあいだに、他の場所でまた事件が起こっては大問題になる。この策はある種の博打であり、行うなら絶対に成功させなければならない。

「バーに潜入するのが勤務時間外になってもいいんです。逮捕できる状態の捜査員が近くにいてくれれば、僕は犯人に追いかけられるように行動するよう徹します」

　受けた公務員試験が違っただけで、碧唯だって世の秩序と平和を守る一人の警官だ。罪のない人々が大怪我を負っている現状を、絶対に解決したい。

　考えられる限りの手を使って、なんとしても自分がおとりになってみせる。刺される可能性も覚悟の上で見つめれば、中崎も真剣な表情で碧唯を見る。

「絶対に逮捕してぇもんな」

「はい」

　おそらく、碧唯が打診しても通らない策だ。中崎の後押しがないと実行されない。中崎もわかっているからこそ、進言する前に碧唯の意志と覚悟を知りたいのだ。

　数拍の沈黙のあいだ、碧唯はまっすぐ中崎を見上げていた。すると、後輩思いの中崎が口角を上げる。

「やってやろうぜ」

　これ以上後手に回った捜査はしたくない。勤務態度に緩急をつけていても、使命感が人一倍強い先輩は、署に戻る車中で碧唯の考えをもう一度精査し、成功率を上げるためのアドバイスをくれて、捜査班長に碧唯から話すよう背中を押してくれた。

「おとり捜査か」

　帰署早々、考えた策を話せば、捜査班長は碧唯と中崎の顔を交互に見てから腕を組んだ。

「たしかに役者は揃ってるな」

　犯人がバーに現れた場合、外見的に非力な碧唯がおとりになり、中崎はナンパをするふりをして犯人が碧唯に狙いを定めたくなるような話題に繋げる。相手探しに活発でも不思議でない年齢の捜査員が揃っているからこそできることだ。

「中崎はナンパ慣れしてそうだしな」

　普段の軽口のせいかそんなことを言われ、中崎は眉をハの字にして否定する。

「慣れてなんかないですよ」

「色っぽい会話に自信があるから、遠野とこの策を考えたんじゃないのか」

「いやぁ、色事とかそういう会話はいまいちで……」

「それで本当に務まるのか」

　容姿も整っているし、コミュニケーション能力も高いからナンパをすればうまくいきそうなのに、中崎は珍しく歯切れがわるい。班長とのやりとりをしばらく聞いていると、色事に長けているといった印象についての話題を避けたいように感じられた。

「あらかじめ会話の内容を遠野と決めておきます」

　その答えでやっと班長が納得してくれて、おとり捜査の決行が決まった。

　班長と話し終えてもどことなく落ち着かない様子の中崎が気になり、碧唯は思いきって訊いてみる。

「中崎さん、さっきのナンパの話ですが」

「ああ」

　自動販売機のある階に向かいながら、肩を並べている中崎を横目に見ると、やはり浮かない表情をしている。

　訊かないほうがいいか迷うけれど、話しかけた手前ここで終われないので、続けた。

「あけすけな会話をする必要がありますけど、無理をすることになりませんか」

「無理をするのは遠野も同じだろう」

「そうですけど……。僕がおとり捜査なんて言いだしたから、中崎さんが嫌な気分になるんじゃないかと思って」

「そんなにナンパ男として頼りなく見えるか」

　いつもの口調が戻ってきた。碧唯が不安げに話すのを見て、先輩スイッチがオンになったらしい。

「いいえ。ただ、さっき班長と話していた感じが……」

　いくら頼りになる先輩といっても、嫌なことや不得手なことはある。おとり作戦のせいで中崎が不快な気分になってしまうなら、できるかぎり負担を減らすようにしたい。

　静かに意気込んでいると、碧唯の考えはお見通しなのか、中崎は安心させるような声で言った。

「あれは、話の方向が予想外だっただけだ。ナンパしてそうとか、色っぽい話がどうのって上司に言われると微妙な気分になるだろう」

　言われてみれば、たしかに上司と話したい内容ではない。

「そうですね」

　目的の自動販売機までたどり着き、ポケットから小銭を出した中崎は、「お先に」と断ってから小銭を投入した。

「大丈夫だって。俺ら世代が若いころはナンパ全盛期だったからな」

「ナンパ全盛期ですか？」

　軟派が盛んに行われる時代とは、どういう状況のことだろう。

「今みたいに出会い系アプリとかもなかったし、そもそもアプリっていうのがそこまで浸透してなかったからな。女子との出会いは足で稼いでたんだよ」

「じゃあ、班長が言ったとおりナンパ経験豊富なんですね」

「残念なことに、俺はダチに付き合わされるばっかりで、ろくに喋ったことないんだ。頭数を増やすための一人ってやつ」

「中崎さんが喋らないって」

　人見知りに縁のなさそうな中崎が喋らないなんて、よっぽどではないだろうか。心配になって缶コーヒーを真剣に選ぶ先輩を見ると、眉をハの字にして苦笑された。

「なんだよ、俺が四六時中喋ってるみたいな言い方して」

　言われてみると、中崎はテンポのいい会話を好むだけで、多弁というわけではない。

「すみません」

「女との会話は聞くに徹するのがいいんだよ」

　軽口なしには生きられなさそうなのに、聞くに徹するとは。意外なところで紳士だなと思いかけたけれど、自動販売機から缶コーヒーを買った中崎の横顔は、何かを思い出したように翳って見えた。

　それも一瞬のことで、缶の栓を開けるときの独特で軽快な音が響けば、中崎は普段とかわらない笑顔に戻っていた。

「ともかく、ダチが玉砕重ねて進化していく姿を観察してたし、本番までにナンパの心得とかリサーチしとくから、安心してナンパされてくれ」

　ビシッと効果音がしそうな勢いで人差し指を向けてきた中崎は、碧唯のぶんもコーヒーを買ってくれた。







　またじとじとと嫌な雨が降る夜、県警本部で着替えた碧唯は、狙いを定めたバーに向かう前、中崎を含めた捜査員と打ち合わせに集まった。

　街行く人の視線が落ち気味になり、返り血を防ぐレインコートが怪しく見えない夜。連続通り魔事件のパターンに沿った夜、碧唯たちはおとり作戦に向かう。

「お、さすが若者、しゃれてるねぇ」

　ボートネックのボーダーＴシャツと、スリムタイプのくるぶし丈ジーンズ。足元はレザー風スニーカーという格好の碧唯を見て、中崎がそんなことを言った。

「そうでしょうか」

　スーツ姿しか見せたことのない先輩刑事たちに凝視され、俯きたいのを堪えつつ中崎を見ると、後から店に潜入する予定の実はイケメンな先輩は、黒のＶネックＴシャツとサマージャケット、そして灰色のカラーデニムというなかなか洒落た格好をしていた。

「中崎さんこそ、おしゃれですね」

　やればできるじゃないかと言いたくなるくらい、普段の野暮ったいスーツ姿と差がある。バーに入ればきっと、ナンパの声がかかるだろう。

「だろう？　もとのつくりが良いからさ」

　完全な冗談口調だったのに、碧唯を含め誰も笑わない。自分の容姿に無自覚な中崎は、打ち合わせ中にふざけすぎたと焦りの笑みを浮かべる。

　無自覚故にすべってしまった中崎をフォローするため、碧唯は捜査班の全員に向かい、深く頭を下げた。

「宜しくお願いします」

　怪しい人物がいた場合、自然に連絡がとれるよう暗号を決め、メッセージを送信する。グループチャットはあらかじめ用意しているから、今回のおとり作戦に参加している捜査員に一斉送信できる仕組みだ。

　犯人は狙いやすそうなゲイバーの利用客を見せの外で待ち伏せしている可能性もある。他の捜査員も、配達中の店員や飲み屋を探すサラリーマンのふりをして、周囲を警戒する。

「行くぞ」

　捜査班長の呼びかけを合図に、数台の覆面パトカーで繁華街まで向かった。何人かの捜査員は目的のバーから離れたところで降りて、偶然その場に居合わせたかのように配置につく。

　碧唯は透明のビニール傘を差して三分ほど歩き、バーに入った。

　それほど広いわけではない店内は、木曜の午後十時だというのに半分以上埋まっている。碧唯は空いていたカウンター席に着き、バージンカクテルを注文した。

　碧唯が座った席は、Ｌ字型のカウンターの角で、リカーボトルの棚とバーテンダーだけでなく、店内も見回しやすい。

　今夜に備え、ゲイコミュニティーの掲示板にこの店で相手を探す旨を書いた。もちろん匿名だが、二十代でボーダーのＴシャツを着ていくと書いている。

　犯人がどのような基準でターゲットを決めているのかは定かでないが、ＳＮＳをチェックしてある程度的を絞っているようだ。挑発的なＳＮＳアカウントを新規で作ったとしても、わざとらしくて警戒されそうだし、犯人の目に留まらない可能性も高い。考えた末、犯人は見ていないかもしれないけれど、怪しまれない掲示板を利用した。

　貴重品を入れたトートバッグをスツールの背にかけ、中身を手探りしながら店内を見回した。男性客の体格と髪型を見る限り、犯人の可能性があるのは一人、だが、誰かと待ち合わせているのか、スマートフォンの画面にくぎづけで、ターゲットを見つけようという気配はない。

　犯人が今夜も現れるとは限っていない。けれど、条件は揃っている。似たような夜に三回も犯行を成功させたなら、同性愛者に罰を下している気分に浸っているだろう犯人が、セオリーとして今夜出てくる可能性は非常に高い。

　〝未定、一〟

　グループに一斉送信したのは、疑わしい人間は一人というメッセージだ。中崎を含めた捜査員はこのまま外で警戒にあたる。

　絶対に捕まえてやる。心の中で意気込みながらも、ナンパを待っている隙を演出するのは難しかった。それでも一度だけナンパを受け、穏便に断ったころ、事態が変わった。

入店から約四十分、一人の男性が入ってきた。短髪で身長約百七十センチ、印象に残りにくい面長の男だ。灰色のＴシャツと黒のハーフカーゴパンツで、足元はアウトドアタイプのサンダル。手には不織布のショップバッグを提げている。

　買い物のあとどこかで食事をして、このバーにふらっと寄ったといった顔で、碧唯から二席離れたところに座ったその男だが、違和感を覚えずにはいられない。一日中雨が降っていたというのに、新品に近い状態のショップバッグにビニールカバーがされていないからだ。

　先日押収したレインコートと似たような素材と大きさなら、あのショップバッグに入る。

　男がジンジャエールを注文するのが聞こえ、碧唯はメッセージを送った。内容は一言、〝来ました〟だ。

　すぐに中崎が入店するはずだ。碧唯は隣の空いている席にトートバッグを置き、誰にも座られないようにしてリップクリームを取り出した。そして入念に唇に塗ったあと、ハンドミラーを使って前髪を整える。

　使ったものをバッグに戻したころ、中崎が店に入ってきた。犯人と思しき男は中崎をちらりと見ていて、視線に気づいているはずの中崎は、ナンパ目的で入ってきた客のふりをして、わかりやすく客を物色してから碧唯のほうへ歩いてきた。

「隣座っていい？」

　人懐っこい微笑を浮かべ、声をかけてきた中崎は本気でナンパしようとしている男になっていた。先日班長と話したときの気乗りしない様子はどこへいったのか。あまりの演技力に驚きながらも、碧唯は碧唯で積極的な客を演じる。

「どうぞ」

　手櫛でセットした髪だったり、意外と筋肉質な体形がわかる服装だったり、今夜の中崎はけっこうかっこいい。もしこの瞬間が初めての出会いだったなら、声をかけられたことに内心浮かれていただろう。

　それが顔に出ても困りはしない。碧唯は今夜の相手を探しにきた客になりきるのだから。

「君さ、掲示板にここに来るって書いてた子じゃない？」

　遊び慣れた年上男性といった口調で投げられた問いは、打ち合わせに沿っている。犯人と思しき男を前に、ターゲットにされるための演技をする緊張で心臓が駆けるなか、碧唯は必死に小悪魔的なそぶりで返事をする。

「あれ見たんだ。掲示板ってあんまり使ったことなかったんだけど、見てる人いるんだね」

「相手探しは初めて？」

「ううん。今までは自分のＳＮＳアカウントで呟いてたんだけど、凍結されちゃってさ」

　軟派な話し方をする同級生を思い出しながら、それっぽく話し続けると、中崎もテンポよく返してくる。

　長続きしないと嘆いていたものの、恋愛経験は豊富そうだ。ナンパを楽しむイケメンと化した中崎についてそんなことを考えたのは、犯人と思しき男がすぐそこにいて、自分をターゲットにさせる使命に緊張しないため。

「アカウント凍結されたって、まさかやらしい画像でもアップしたの？」

　二人目の被害者を連想させる台詞も、打ち合わせにあった通りだ。大き過ぎず、けれどはっきりと聞こえる中崎の声に、短髪の男が一瞬意識を向けた。

　当たりだ。碧唯がそう感じたのと同時に、中崎も何か感じていたようだ。

「ハメ撮り動画をアップすると、オフパコ申請がいっぱい来るんだよね」

　要するに、行為の最中を撮った動画を投稿することで、相手になりたいという声がかかるということだ。普段の碧唯なら、こんな会話は恥ずかしいどころの話では済まないけれど、犯人逮捕のためなら何だって言える。

　面白がっているという態度を崩さず、中崎を見れば、同じトーンの視線が返ってくる。

「積極的だね」

「おにいさんも僕と動画撮らない？」

　こんな台詞は、先輩警官に向かって一生言わないだろう。慣れないことを言っているのが知られないよう、精一杯蠱惑的な表情を作ってみると、演技とは思えないほど自然な仕草で、中崎が碧唯の背に腕を回した。

「動画撮らなきゃやらせてくれないの？」

　すっと距離を詰め、動画以外の条件は整っていると言ってから、中崎は短髪の男から見えないよう、碧唯の背中を指でとんとんと叩いた。

　短髪の男をちらりと確認すれば、ジンジャエールを飲み干し、バーテンダーにおかわりを勧められている。

　碧唯が今帰れば、この男は追ってくる。碧唯のほうばかり見ていたはずなのに、中崎は男が会計をしやすいタイミングをしっかりと把握していた。

　経験もそうだけれど、勘も鋭い。捜査を成功に導く手腕に脱帽する心地だった。

　碧唯はスマートフォンを手にとり、「えっ、まじで」と嫌そうな顔をした。中崎は慌てずにどうしたのか訊いてくる。

「仕事場からのメール。朝のシフトで出てこいって。昼からの予定だったからここに来たのに」

　最悪だ。と落胆しながら会計の声をかけるが、中崎が払っておくと言ってくれる。明日もこの店に来るから、気が向いたら会いにきてほしいと、碧唯と犯人と思しき男を誘うのも忘れない。

　これも、急いで店を出たい場合のパターン通りで、碧唯は礼を言って席を立った。

　何食わぬ顔で店を出て、人通りの少ない道へと足を向けたとき、ポケットの中のスマートフォンがぶるっと一回震えた。

　男が席を立った合図だ。急激に緊張が高まる。画面を見なくてもわかるのは、予想が外れた場合は着信してしばらく震え続けるはずだからだ。

　アーケードの端に位置していたバーから、急がずに屋根のないほうへと歩き始める。小降りになってきてはいるが、まだ傘が欲しい雨のなか、ビニール傘を差してさっきの男に見つけてもらえるよう、携帯端末などを一切触らずにのんびり歩いた。

　通っているのは細い道だが、一旦反対側に渡る。車両の有無を確認するよう顔を左右に振れば、さっきの男が店を出てこちらに向かってきていた。

　おびき出すことには成功した。あとは、男が刃物を取り出し、碧唯に接近するという決定的瞬間で、中崎もしくは他の捜査員が銃刀法違反の現行犯で逮捕をしてくれるのを祈るだけ。犯人さえ取り押さえられれば、余罪の追及は署でできる。

　私鉄の駅へ向かう細い路地に入った。下町感があり、古びた小型の街灯を頼りに歩かねばならない、目撃者を出さずに傷害事件を起こすには絶好の場所だ。

　心拍数が上がっていくのが歩調に表れないよう、呼吸を整えてみるも、刃物で狙われていると思うとどうしても力んでしまう。

　足音がすぐ後ろに近づいてくるまで、逃げてはいけない。犯人が刃物を取り出してくれないと、今夜逮捕できないのだ。

　迫る足音がないか耳を澄ませても、ビニール傘を叩く雨音しか聞こえない。

　どうしよう。緊張が困惑になりかけたとき、一メートルほど後ろで足音がした。振り返るべきかどうか判断がつかず、顔面から血の気が引いたとき、さらに後ろから声がした。

「警察だ！　ナイフを下ろせ！」

　中崎の声だ。ということは、真後ろに刃物を取り出した状態の犯人がいる。あまりの切迫感に、気管がきゅっと締まった。

　凍りつきそうになった身体に鞭を打ち、碧唯は前に向かって駆けだした。犯人と距離がとれたタイミングで振り返ると、中崎がレインコートを着た男を取り押さえようとしている。

　男は中崎に向かって刃物を振り回しはじめた。見ているだけでも背筋が凍りそうなのに、中崎は冷静に刃をかわし、遂に刃物を握る犯人の手首を捕らえた。

「銃刀法違反および公務執行妨害の現行犯で逮捕だ、クソ野郎！」

　いつになく荒い言葉遣いで罪状を述べ、犯人を後ろ手に拘束した中崎は、見たこともないほど怒りを露わにしていた。感情的になったら負けだといわんばかりに、いつも自分のペースを保っているのに、今夜は憎い相手を見るような目で犯人を侮蔑している。取り押さえ方も荒々しく、犯人の腕に圧迫痕を残しそうなほどだ。

　思惑通りにいかず居直った男が、悪態を吐く。最初は離せとだけ怒鳴っていたのが、次第に同性愛者に神の制裁を与えるなどといった理不尽な喚きになっていく。

　この男が三人を刺した犯人で間違いない。動機はヘイトクライムで、雨の夜をセオリーにして犯行に及んでいたはずだ。

　自分勝手で非道な男に虫唾が走る。無意識に睨みつけていると、男が怒鳴った。

「お前らのような出来損ないの人間は、制裁を受けて当然だ！」

　大声で叩きつけられた罵倒に、我を忘れて激高しそうになった。同性を好きになるのは、碧唯にとってごく自然なことで、それこそ多くの男性が女性に魅力を感じるのと何ら変わりはない。それを、まるで悪意を込めた行為のように罵られるなんて、赦す努力すらできない。

　暴力とは縁遠い性格なのに、このときばかりは男の顔を思いきりぶん殴ってやりたくて堪らなかった。

　拳をきつく握り、必死に怒りを堪えたとき、中崎が低い声で言い放った。

「騒ぐな、近所迷惑だろうが」

　言葉に棘はなくても、声音は冷たく攻撃的だった。

　どうしてここまで感情を露わにしているのだろう。ただならぬ様子に不安が募り、必死に理由を考えると、中崎の怒りは自分にあることに気づいた。

　後輩思いのひとだから、事件の被害者に自分を重ねた碧唯を庇おうとしてくれている。感情的になっても逮捕は正確に行える自信があるからこそ、碧唯の代わりに嚇怒しているのだ。

　味方になってくれるひとがいる。中崎の義憤は後輩への正義感からくるものだとしても、碧唯にとって、中崎は正義の味方以外の何者でもない。

　他の監視ポイントから捜査員が集まってきた。状況報告をして、県警本部に連行する段取りを整える。手錠を嵌められた犯人が連行される様を見ると、おとり作戦がうまくいった実感が沸いてきた。

　ふと中崎を見ると、洒落た私服が雨で濡れていることに気づいた。

「中崎さん……」

　これ以上濡れないように傘を傾けてみるも、中崎は平気だと微笑む。

「名演技だったぞ遠野。やるじゃないか」

　自分もナイフを向けられたばかりで、誰よりも活躍したのに、一番に出てくるのは碧唯を安心させる言葉だった。

「中崎さんのお陰です」

　どんな場面でも気遣ってくれるのが嬉しくて、声が震えた。

　他の捜査員が犯人を連行することになり、碧唯は中崎と二人で署に戻ることになった。いつもは碧唯に運転を任せる中崎だが、今回は率先して運転席に座った。

「気づかれないように傘を差さずに尾行したから、パンツまでびしょ濡れだぜ」

　不快感を吹き飛ばそうとする明るい声が、安堵を誘う。助手席で黙ったままだった碧唯は、自分が手をきつく握っていたことに気づいた。広げてみると掌に爪の痕が残っている。歯も食いしばっていたようで、顎のつけ根が鈍く痛む。

　半ば呆然とする碧唯を見て、中崎が「参ったな」と声を上げた。

「水も滴るいい男どころの話じゃないな、これは。この歳になってシートを濡らす羽目になるとは思わなかった」

　気温の高い夜だけれど、風邪を引いてしまわないだろうか。心配になって運転中の横顔を見ると、何かツッコミが欲しそうな目線を向けられた。

「あとで僕が拭いておきます」

　中崎が喜びそうなツッコミは思いつかず、代わりに堅い言葉が出た。気を遣って空気を和らげようとしてくれているのがわかるのに、返す冗談の一つも思いつけない自分が恨めしい。

「放っておけば渇くだろ。漏らしたわけじゃないからな」

　うまくリアクションできなくて、余計に心配をさせている気がする。

　署に戻れば取り調べと、送検に向けた手続きが待っている。朝まで帰れないだろうから、せめてこの移動中だけでも気を休めたいし、中崎にもそうしてほしい。

「すみません、いつもつまらない会話しかできなくて」

　こんなことを言えば、もっと気を遣わせる。わかっているのに、うまくいかない。

　また黙って俯いた碧唯を見て、中崎が小さな溜め息をついてから言った。

「怖かったろ」

　はっとして中崎を見れば、憐憫の眼差しが向けられていた。

　犯人逮捕にどれほど必死で、覚悟を決めていても、刺されて大怪我をするかもしれないと思いながら夜道を歩くのは怖かった。警官としての使命を果たす過程として、割り切らなければならないと思っていたけれど、冷静になるほど自分が危険な状況にいたのがわかる。

　そんな碧唯の気持ちを、中崎は理解して受け止めようとしてくれている。

「はい」

「手本みたいにうまいおとりだったぞ」

「……ありがとうございます」

　碧唯の思考がこれ以上悪循環しないように、中崎は間を開けずに話してくる。

「さっきの調子なら、あと三件の自供もすぐだろう。朝一で再逮捕になったら、二徹コースだな」

　うへぇっと、奇妙な声を上げる、いつも通りの中崎を見ていると安心する。が、犯人の取り調べが始まれば、同性愛者を罵る言葉をいくつも聞くのだろうと思うと、胃の辺りが不快になる。

　悟られないよう「そうですね」と答え、前方を見ていると、県警本部が見えた。無意識に奥歯を噛みしめていると、運転席から穏やかな声がかかる。

「取り調べは班長と俺がメインでやるから、遠野は書類を頼むな」

　供述調書以外にも提出する書類はたくさんある。地味で手間のかかる作業を好む刑事はいないといってもいいだろう。中崎はおそらく、後輩に押し付けるふりをして、取り調べから碧唯を外してくれる気だ。

「はい」

　できる限り助けてくれる姿勢がありがたくて、嬉しくてたまらない。

　刑事ドラマみたいに、ずっと中崎とペアを組んでいられたらいいのに。早ければあと数か月で警察庁に異動になるのが、ひどく寂しく感じられた。




　取り調べは順調に進んだ。犯人の顔写真を見た一人の被害者は、襲ってきた男と同一人物だと証言し、三件目の直後に押収されたレインコートに付着した毛髪と犯人のＤＮＡも一致した。証拠も揃い、検察への送致はスムーズに行われ、捜査班は二夜連続の徹夜を免れた。

　同性愛者を社会の害とし、自分は神の代行として制裁を与える者だと信じて疑っていない様子の犯人は、取り調べ中も一貫して同性愛者に対する理不尽な批判を並べていたという。

　送検準備で調書を確認したとき以外、その卑劣な言葉を碧唯が耳にすることはなかった。それでも、悔しさと怒りを感じずにはいられなかった碧唯を、中崎は頑張った褒美として飲みに誘ってくれた。
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　金曜の夜、久しぶりに定時で県警本部を出た碧唯と中崎は、まっすぐ居酒屋に向かった。中崎が奢ってくれるらしい。

「お疲れ様」

「お疲れ様です」

「若いうちは好きなだけ食って飲めばいい。絶対に遠慮するなよ」

　ビールで乾杯したあと、つまみから麺類まで順番を考えずに好きなように注文した。気取った店ではないし、二人で大量に飲み食いしても破産することはない。だから遠慮するなと言われ、勧められるがまま碧唯はいつもよりたくさん食べて飲んだ。

　遠慮しないのは、そのタイミングではない気がしたから。ときには先輩の厚意に甘えるのも礼儀だと感じさせる中崎の笑顔が、碧唯の心を解してくれた。中崎も、つまみと麺のあいだにデザートの大学芋を食べたりしている。

「塩、砂糖、塩の順番で食べたいタイプなんですか？」

「俺の中では、大学芋はおかずなんだ。癒し系キャラってとこか」

「なんですかそれ」

　他愛のない会話が楽しい。送致書類の作成中はむしゃくしゃしたものだが、送検が済んですっきりした。

　晴れ晴れしい気分と寝不足が重なって、いつもより酒が回るのが早い。そのことに気づかないほど疲れがたまっていて、いつになくフランクな気分だ。

「中崎さんってほんとにいい人ですよね」

「おっ、褒めてくれるのか。おじさん嬉しいぞ」

　褒められて上機嫌な中崎は、ビールと大学芋を行き来している。哀愁を感じなくもないが、ビールが似合うのは体育会系の雰囲気であって、中年感では決してない。

「おじさんって歳じゃないじゃないですか」

「強行犯係の前は生活安全課にいてな。補導された若い奴らに散々おっさんって言われてるあいだに、自分でもおっさんな気分になっちまったんだ」

「もったいない」

　酒のせいか、会話にフィルターがかけられない。いつになく素直な碧唯に、中崎はしみじみとした顔をする。

「遠野、お前いいやつだな」

　嬉しそうな中崎を見ていると、先輩なのに可愛さを覚える。親切で勇敢で、頼りになるのに、こんなギャップを見せられると、また胸がくすぐったくなる。

「なんですぐにフラれるんでしょうね」

　デートマナーも良いと言っていた。それなら、なぜ交際が長続きしないのだろう。自分なら、こんなにいい男を手放すなんてしないのに。

　本音を言いそうになって、慌てて口を閉じると、中崎が大袈裟に肩を落とす。

「悲しいこと思い出させるなよ」

　もしかすると、付き合ってみないとわからない難点があるのかもしれない。中崎は自分の長所にも無自覚だから、短所にも気づいていなくたっておかしくない。ただ、碧唯にはどうしても想像ができないのだ。

「何がいけないんだろう」

「俺が教えてほしいくらいだ」

　やはり、分量の多い冗談だろうか。でも、中崎が多弁なお陰で碧唯は助かっている。

　どうしても、良いところしか挙げられない。それなら、中崎の良いところを言ってみよう。

「警官になってから、中崎さんみたいに僕を助けてくれたひとはいません」

「大袈裟だなぁ」

「本当なんです。今回の事件も、中崎さんとペアじゃなければ、どれほど嫌な思いをしたかわかりません」

　現場経験を積んで、一年も経てば警察庁に戻る扱いにくい後輩だ。中崎たち県警の警官たちには、親切にする義理は正直なところない。しかも、碧唯はカムアウトできなかったから、犯人の言動に苛立ちや憤りを感じても、堪える他になかった。

「だから、なぜ中崎さんはモテないのか不思議です」

「モテないって断言するなよ、縁起でもない」

　碧唯にとっては魅力的だと言いたかったのに、失礼なことを言っていた。焦る碧唯を見て、中崎はははっと声を上げて笑う。

「モテなくてもいいよ。こうして可愛い後輩と飲みに来られるだけで満足だ」

　予想できた範囲を飛び越えた言葉に、碧唯の思考が一瞬停止する。

「か、可愛いってなんですか」

「いつも一生懸命で可愛い後輩じゃないか。わからないことはきっちりメモ取って、真面目に仕事してさ。自分では気づいていないかもしれないけど、遠野は同じ質問を何度もしないんだ。物覚えが良い後輩ってのはそれだけで先輩思いなんだぜ」

　可愛いの意味をはき違えてしまうところだった。中崎は明らかにノンケなのに、何を期待して浮かれようとしていたのか。

　勘違いしそうだったのは自分なのに、口惜しさを感じずにはいられなくて、自然と唇が尖ってしまう。

　俯いていたので中崎はそれに気づかず、さらに碧唯を褒めてくれる。

「それに雰囲気も柔らかくて良い。バーでナンパするふりをしたけど、遠野じゃなきゃあそこまでうまくできなかっただろうな」

　私服だとまだまだ学生に見られがちな顔立ちのことを言っているのだろうか。それとも、省スペースに収まる体格のことだろうか。どちらにしても、好意的に受け止められているのは嬉しいけれど、他意を探したくなるから困ってしまう。

「貫禄が足りてない自覚はあります」

　自分を落ち着かせるために言ったのに、きちんとフォローされてしまう。

「いや、貫禄がありすぎるのも微妙だぜ。去年まで強行犯係にいた後輩が、それはもう貫禄があるやつでな。一緒に車乗ってると圧迫感がすごいし、夜に捜査してるとスジモノと勘違いされるし。良いやつなんだけどな」

　碧唯とは対極の警官だったようだ。それならたしかに、今回のおとり捜査には向いていなかっただろうし、捜査班の顔ぶれ的にまずおとりを立てることが難しかっただろう。

「貫禄はともあれ、遠野は字も綺麗だし、仕事は丁寧だし。助かってるのはお互い様だ」

　そんなことまで言ってくれては、涙が出そうだ。歓迎されないと知りながら強行犯係に配属されて、嫌な気持ちになることは多々あった。けれど、こうして長所をいくつも見出してくれるひとがいた。自分は本当に運がよくて、そしてもっと、一人のひととして親しくなりたいと願ってしまう。

　その願いは恋愛であって、叶わないとわかっている。それでもやっぱり願いたくなるのが歯がゆい。

　中崎への片想いは完全な形を成している。いつか告げられるか、告げるとしたらどんなタイミングでと考えるのが恋愛の楽しさでもあるはずだけれど、碧唯には隠し通すという選択肢しかない。

　嫌われたくない。同性愛者と知っても態度を変えずにいてくれた中崎だけれど、実際に好意を向けられたら嫌悪感を抱くだろう。それだけは絶対に避けたい。良い後輩だと思ってくれているのなら、それで満足すべきだ。

「だから、俺にはあまり気を遣わなくていいぞ。体育会系組織っていっても気を遣うばっかりじゃ疲れちまうからな」

　少しくらい甘えたっていい。後輩としての線引きを越えまいと必死なのに、この寛容さは恨めしいほど胸に響く。

　追加のビールが運ばれてきた。碧唯はジョッキ半分ほど一気に飲んで、溢れそうな感情に蓋をしたつもりだった。

「中崎さん」

　名を呼んだ直後、頭のなかがぐるりと回った。正確には、急激に酒が回った。途端に思考から緊張感が消え、口が勝手に動き出す。

「なんだ？」

「中崎さんは、ちょっと意地悪です」

「なんで!?」

　いつ意地の悪いことをしたかと焦る中崎を見ていると、なぜか安心した。碧唯はテーブルに両肘をついて、両手に顔をのせた。

「だって、良い人すぎるから」

「どういう理屈だよ」

　碧唯が酔ってきたことに気づいたようで、中崎は面白そうな顔をして片肘をついた。その仕草が、いつもは言えないことを好きなだけ言っていいと背中を押している気がして、碧唯の唇から力みが抜ける。

　どこまでも面倒見の良い男だ。遠慮のできない状態だから、碧唯は素直に甘えてみる。

「初めて強行犯係に出勤した日、僕、驚いたんです」

「何に？」

「イケメンがいて」

「老け専なのか。意外だな」

　碧唯たちのいる強行犯係で、碧唯の次に若いのは中崎だ。中崎をカウントせずにもっと年上の刑事をイケメンというのは厳しいものがあるのに、老け専だなんてリアクションを思いつく中崎はちょっとひねくれているかもしれない。

　切り返しに無理があっても、テンポよく返事をしてもらえるのが楽しくなって、酔っ払いの頭からフィルターが消えた。

「違いますよ、中崎さんがイケメンで驚いたんです」

「理想と夢は大きいほうがいいぞ、若者」

　また自分をおじさん扱いした。さすがの中崎も、碧唯が自分のことを指していることには気づいていたようで、照れ隠しの台詞を用意していたようだ。

　とはいえ、自身の魅力に無頓着なひとだから、褒められて嬉しいような困ったような顔をしている。そんな、愛嬌を感じさせる姿も、碧唯の好みだったりする。

「スーツがちょっとアレですけど」

「アレって何だよ。臭うのか？」

　テーブルについていた肘を上げて、そこを匂って確認する姿が面白い。これは完全に酔ってしまったと自覚するも、立ち止まるには手遅れだ。

「私服姿かっこよかったです、すごく」

「碧唯くんをナンパするからかっこつけたつもりだったんだ」

　このタイミングで名前を呼ぶなんて。冗談なのは頭の端で理解しているつもりだけれど、今の碧唯には受け流せない。

「そういうところも、意地悪だ」

「なんでだよ」

　仕方なさそうな笑い声がした。

「中崎さんのばか」

　先輩に向かって言うべき台詞じゃないかもしれない。けれど、中崎の気さくさは、隠し通したい片想いを胸の奥から徐々に引っぱり上げてしまう。

「僕は、正直になりたくないのに。話しやすいから、言いたくないことを言ってしまう」

　そろそろ自分でも何を言っているかわからなくなってきた。とどめといわんばかりに眠気まで襲ってくる。とろんとした目で見ると、中崎は碧唯のぼんやりとした言葉から、何かを感じ取ったような顔をしている。

　きっと、どこかでおかしなことを言ったのだろう。反芻は不可能なので諦めていると、考えがあるといった様子で中崎が顔を寄せてきた。

「遠野」

「はい」

「打ち解けたついでに、頼みごとしていいか？」

「なんですか？」

　胸ポケットからスマートフォンを取り出した中崎につられ、碧唯もポケットを探る。

「名探偵のアニメ映画、一緒に観にいってくれないか？」

　実際の事件現場に立つのに、全年齢向けサスペンスアニメを観るとは意外だ。自分でも周囲にそう思われている自覚があるのだろう。誘う相手も限定されるだろうから、まだアニメを卒業していなさそうな碧唯を誘ってくれたと推測される。

「いいですよ」

「ロングランも佳境だから、上映してる劇場も減ってるんだけど、土日ならどこかでまだ観られるだろうからさ」

　そう言いながら検索をかけた中崎は、日曜午後に上映している劇場を見つけた。

「午後三時の上映だから、二時十五分に遠野を迎えに行けば間に合うかな」

　あっという間に予定が立っていた。碧唯も自分のカレンダーに登録して、アラームも設定する。

「一緒に行ってくれるやつがいて助かる。車で迎えにいくからな」

　ぼんやりした頭で、どこからどうして映画に行く話になったか振り返ろうとするも失敗した。ともかく、こくりと頭を下げて頷けば、中崎は満足そうに笑った。
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　日曜の朝、自分で設定したカレンダーのアラームに、碧唯は驚いた。中崎と約束した映画の予定を、完全に忘れていたからだ。

「中崎さんと映画……。映画？！」

　二時間前のアラームだったから、身支度を整えるのには困らない。困るのは、心の準備だ。

　金曜に中崎と居酒屋に行って、酔ってしまったことは覚えている。後半の会話についてはうろ覚えで、失礼なことを言ったのではないかと少々心配だった。そこにきて、中崎と映画を観にいくなんて、どんな顔をしていけばいいのかわからない。

　そわそわしながら服を選び、髪を整え、洗顔から歯磨きまで慎重かつ丁寧に済ませる。あと三十分で中崎が迎えにきてくれるというタイミングで小さな全身鏡の前に立ったとき、まるで初デートに浮かれているような格好をしていたことに気づいた。

　どうしよう。

　いたたまれなくなって、六畳一間のアパート内をウロウロしていると、表に見覚えのある車が停車するのが見えた。

　着替える時間はない。腹を括り、表へ出ると、運転席から出てきた中崎と目が合った。

　今日の中崎は、細身でファッション性の高いスウェットと、洒落たスニーカー、タイトなＴシャツという、スポーティないで立ちだ。長い脚を包むスウェットはファスナーやステッチが凝っていて、スニーカーも、メーカーの予想がつかないものだ。

　どうしてスーツのときだけ哀愁を漂わせているのだろうか。不思議に思いつつも、半そでシャツとロールアップしたスキニーチノという正反対の印象の服を着た碧唯は、アパートを出た。

「休みなのに付き合わせて悪いな」

　いつもどおり、にこっと笑顔を見せる先輩を見て、胸を撫でおろしたい心地になった。どうやら、酔っているあいだに失言はしなかったらしい。

「こちらこそ、迎えにきてもらってすみません」

　助手席に乗せてもらい、向かったのは大型ショッピングセンターの中にある映画館。中崎は事前に座席をネット予約してくれていて、自動発券機でチケットを手にすれば、席に着くまではスムーズだった。

　そのあいだに、ポップコーンと炭酸飲料まで買ってもらってしまった。飲み物は納得でも、ポップコーンは少々意外だ。表情に出ていたようで、中崎は、

「全力で楽しもうぜ」

　と、彼らしい映画への意気込みを見せていた。

　上映中は、当然だが特に会話をすることなく、派手な演出の映画をそれぞれ楽しんだ。笑うにしても声を出さない碧唯に対し、中崎はときどき笑い声をあげていた。こうしてみると、性格も感性も随分違う。それでも、久しぶりに誰かと一緒に観た映画は、面白かった。

　映画を観終わったあとは、ショッピングセンター内にある書店に寄ったり、輸入食品店で外国の缶詰や菓子類などを買ったりして過ごした。そして、どちらが何を言うでもなく、中崎の自宅に落ち着いた。

「晩飯はパスタでいいか？」

　お茶まで出してもらい、すっかりくつろいでいた碧唯は、夕飯の話になってやっと、過ぎるほど自然に中崎の自宅に来ていたことに気がついた。

「はい。あの、手伝います」

「いいって。簡単に作れるやつだから。遠野は座って待っててくれよ」

　そう言って、テレビまでつけてくれてから、中崎は先ほど買ってきた缶詰を使い、パスタを作り始めた。

　麺をゆでる塩の匂いから、にんにくとアンチョビ、トマトソースの香りまで漂ってくる。食欲がそそられ、時計を見ると、六時半を過ぎたところだった。

「すごく良い匂いがします」

　誘われるようにキッチンエリアに入れば、三口コンロをフル活用して、中崎はパスタとミートボールを作っていた。

「自分が食べたいものを作ったんだけど、食えそうか？」

　食べたいものがあれば、食べさせてくれる店を探すのが碧唯だ。自分で作れてしまう料理の腕は、脱帽必須だ。

「すごくおいしそうなんですが、何か手伝うことはありませんか」

　気を遣わせる隙を与えずに、ここまで用意してくれるなんて。こんな優良物件を、どうして世の女性たちは放っておくのだろうか。

「トースターにミートボールが入ってるから、それを皿にのせてくれるか」

　やっと手伝えることになり、碧唯は食器棚から深皿を一枚取り出した。トースターにはホイルをかぶったおおぶりのミートボールが温められていて、皿にのせると、手製のトマトソースが添えられた。

「よし、できた」

　ミートボールが完成して数分も経たないうちに、パスタも完成した。にんにくの利いたアンチョビと鷹の爪のスパゲッティ。さらにサラダもついてくる。

「すごい」

　調理のタイミングまで完璧で、一瞬呆けてしまうほどの完成度だ。できる人にとっては難しいことではないかもしれないけれど、後輩のもてなしとしては随分レベルが高い。

「良い感じにできたな」

　お調子者なところがある割に実は謙虚な中崎も、自画自賛したくなる出来のようで、サラダも加わったテーブルは彩り鮮やかだ。

「いただきます」

　挨拶の直後、腹の虫が鳴った。

「おかわりもあるからな」

　どんどん食べろと言ってくれるのもあって、食が進む。自然と笑顔になりながら、碧唯は思いきって訊ねた。

「つかぬことをお聞きしますが」

「おう、なんだ」

「中崎さんは、私服はお洒落なのに、どうしてスーツになると体型に合わないのを着ているんですか」

　失礼な質問をしているのはわかっている。が、今日も映画館付近や、特に輸入食品店で、何人かの女性が中崎を見てイケメンだと言いたそうな顔をしていた。それには絶対に、服装が関係していると思う。

「私服は大学の後輩がやってる店で適当に見繕ってもらうから、どっちかというとそいつのセンスが良いだけだと思う。スーツは替えが必要になったら紳士服屋の店頭にあるやつを買ってるから、スーツのほうが俺の服装のセンスってことかな」

　量販型の紳士服店にだって、多様な体型に合うデザインが置かれている。なのに、目立つところに置かれているものをよく選びもせずに買っているなんて。

「そうですか」

　なんとももったいない話だ。主張しすぎない量のアンチョビに鷹の爪のピリ辛感が効いたパスタも、程よい塩気のミートボールもとてもバランスが良いし、部屋はシンプルで清潔感が漂っている。なのに、なぜそれが本人に活かされないのか。

「どこで何して汚したり破れたりするかわからないから、気にならないものを着るのがベストなんだって」

　たしかにそうだが、もう少し気を遣っても損はしない気がする。

　それ以上はもう失礼な質問などせず、友人が選んでくれるという洒落た服装に似合った夕飯を食べ終えた。そして皿洗いを申し出たのだが、断られてしまう。

「気を遣わせたくて呼んだんじゃないからさ」

　爽やかに笑んで手際よく皿を片した中崎は、デザートのアイスクリームバーを手渡しながら、ソファーに座っている碧唯に言った。

「つかぬことをお聞きしますが」

「なんでしょう」

　さきほどの碧唯を真似たのだろうに、冗談の雰囲気は見られない。何を訊かれるのだろうとすこしドキドキしていると、想像もしていない質問が投げかけられる。

「遠野はさ、俺のことを憎からず思ってくれてたりしないか」

　数拍頭の中がまっしろになった。どこでそんな素振りをしただろうか。

「いっ、あ、あの……」

「酔ってるときって、本音が出やすいだろう。思ってもないことを言いまくるやつもたまにいるけど、遠野の場合は本音が出るタイプだと思うんだ」

「そ、それは」

　やはり、酔っているあいだに何かを言ってしまったらしい。良い後輩のままでいようと決めたはずなのに、大失態だ。

　ただ、記憶ははっきりしていないものの、核心的なことを言った覚えはない。

　ごまかしたほうがいいのか悪いのか。咄嗟の判断ができず口をぱくぱくさせる碧唯に、中崎は冷静な声音で念を押す。

「俺は、洞察力には自信があってな」

「はい……」

　告白めいたことはしていないようだ。けれど、この様子なら確実に、わかりやすい何かを言ったはずだ。

　嫌がられていたなら、今日の映画自体キャンセルされていたはず。だが、中崎の性格を考えると、出動要請でもない限り、約束は反故にしない気もする。

　嫌悪感はないけれど、応えられないといってフラれるのだろうか。居酒屋での記憶が曖昧なのもあって、思考がどんどんマイナス方向へ落ちていく。

「た、たしかに僕は、中崎さんを素敵だと思っていますが、一方通行は承知の上で――」

「待て待て、遠野。一人で結論付ける前に俺の話も聞いてくれ」

　慌てる碧唯を止めた中崎は、溶ける前にアイスクリームを食べてしまえと急かしてきた。冷たいものを食べて冷静になれということかもしれない。無駄にしてしまわないためにも、碧唯はアイスクリームを口にしたが、味なんてまったくわからない。

「かまをかけるような訊き方して悪かったな。金曜になんとなくそう思って、昨日色々と考えてみたんだが、俺は遠野が本当に好いてくれてるなら嬉しいと思っていることに気がついた」

「えっ……」

　半分ほど食べたアイスクリームを、落としてしまいそうだった。

　今自分は、中崎の言葉を好都合に受け取りすぎてはいないだろうか。頭の中がぐるぐると回り、呆けていると、右手に持ったアイスクリームバーを口元に戻されてしまう。

　反射的にバーを口にくわえると、中崎はまた口を開いた。どうやら、アイスクリームは碧唯に黙って話を聞かせるためのツールらしい。

「とはいっても、俺はこの金曜日まで自分が女を好きになるタイプだと思って疑ったことがなかったから、正直なところ戸惑ってる」

　戸惑うのは当然のことだ。それを隠さずに伝えてくれる真摯な姿勢だけでも、碧唯にとっては嬉しい。

　最後の一口になって、やっと何味のアイスクリームを食べていたかわかった。シンプルで優しい甘さのミルク味だ。

「一人で考えるだけだと戸惑うだけで終わっちまう。そこで相談なんだが、一回キスさせてくれないか」

「え、えっ？」

　むせそうになった碧唯の膝をぽんぽんと叩きながら、中崎はペースを崩さない。

「今日の午後は、俺が思うところのカジュアルなデートコースだったわけで、問題なく楽しかった。次は、やっぱりこう……、成人らしい付き合いができるかを知りたいわけだ」

　映画を観てショッピングをして、手作りの夕飯をご馳走になって。たしかに立派なデートコースだ。友人と同じことをしたってきっと楽しいけれど、中崎は今日、碧唯と付き合った場合を想定していたとは。

　まさかの展開に混乱してしまい、何か言わなければと思うほど返事が口から出てこない。

「え、えと、あの……」

「俺の思い過ごしならそう言ってくれれば助かるんだが」

「ち、違います」

「それならよかった。あと、遠野の恋愛観はお触りなしの清い関係だけってなら、それも教えておいてもらえると助かる」

「それは、その……」

　中崎を好きになった時点で、最終的な希望は触れられることだ。けれど、その可能性なんて万が一にもあり得ないと思っていたから、叶うかもしれないというのがまず信じられない心地で、触れてほしいというのも恥ずかしすぎて言えそうにない。

　中崎との関係が恋愛に発展するなら、今が最大のチャンスだ。恋愛経験はほとんどないけれど、それくらいはわかる。

　ただ、正直になるのが怖い。中崎がこれほど前向きに応えてくれているのに、それでも、自分の気持ちを言葉にしたら、諦めていた想いが胸の中に根を張って、もしだめだった場合にその根が一生傷になってしまいそう。考えるだけで、喉がきゅっと締まってしまう。

「中途半端なことを言ってる自覚はあるから、今日答えを出さなくてもいい」

　押しかけていた波が引いていくように、中崎の勢いが削がれた。

　自分は今、最良のタイミングを逃したのではないだろうか。不安と焦りから口をぱくぱくさせていると、中崎は碧唯の手からアイスクリームの木製スティックを取り、くずかごに捨ててから空いた手を握った。

　そしてわざとらしく咳ばらいをして、碧唯の注意を自身に引きつける。

「遠野、キスしていい？」

　余計なことを考える隙を与えないシンプルな問いは、見事に混乱を消し去った。でも声は出なくて、碧唯はこくりと首を縦に振った。

　頬に手が添えられ、緊張から目を瞑ると、中崎の顔が近づいてくる気配を感じた。いつ唇が重なるかわからなくて、心臓が早鐘を撃つ。

　さらにきつく目を閉じたとき、唇に中崎の温かい唇が重なった。それで終わりだと思ったのに、角度を変えて唇を食まれて驚いた。

　反射的に開いた唇を捉えられ、あいだから熱い舌が侵入してくる。思っていたのと違う情熱的なキスに、卒倒しそうになった。

　やっと唇が離れたころには、呼吸が止まっていた。呆然とする碧唯を見て、中崎が微笑む。

「唇の形が色っぽいなとは思ってたけど、想像よりも柔らかいな」

　そんな感想まで言われてしまい、沸騰しそうなほど顔が熱くなる。

「そ、そんな、大したものでは……」

　真っ赤になった顔を両手で隠すと、中崎は碧唯をじっと見たまま制止した。社会人にもなって不慣れな反応をするのが、気持ち悪いのだろうか。

　羞恥と不安から前髪をいじっては頬を隠していると、碧唯を見たまま中崎がこぼす。

「心臓に矢が刺さるあの感じが、今めちゃくちゃよくわかる」

　言われたことを理解できないでいるあいだに、顔を隠していた手をはがされた。そして両頬を掴まれたかと思うと、またくちづけが始まる。

　パニック状態で開いた口の中へ舌が入ってきて、碧唯のそれを搦からめとる。何をどうしていいかわからず、ともかく中崎の舌を噛まないように注意した。

　濃厚なキスは乱れていた思考を溶かし、緊張も解していく。唾液が絡み合う湿っぽい音が聞こえたころには、本当に中崎とキスしているのだと実感が湧いた。

「想像よりはるかに滾たぎるんだけど、遠野はどう？」

　訊ねられ、碧唯はまた何も言えなくなった。中崎とキスしたことをようやく実感したところなのに、それ以上まで思考が及ばない。

　ちらりと中崎を見ると、滾ると言っていたとおり、男の顔になっていた。期待が自分に向けられているのだと思うだけで、湯気が出そうなほど頬が熱くなる。

「僕も、……滾ります」

「それはよかった。じゃ、今からエロいことしてもいいか？」

　核心にせまる問いに、心臓が大きく跳ねた。予想などできるはずもなかった展開に、緊張を通り越して全身が固まる。

　一つ救いなのは、中崎のいつもの調子だ。ロマンチックさの欠片もないけれど、エロいことと言われたことで、ハードルが下がった印象になった。

「お風呂をお借りしても？」

　堅苦しさに拍車がかかっているのには気づいているが、ほんの数分前までは今の状況を想像していなかったのだから許してほしい。

「その前に確認したいんだけど」

「はい」

「昨日リサーチとイメトレをした結果、俺はやっぱりタチしかできないと思うんだが、問題ないか？」

　男性同士での手順を調べ、碧唯と至る可能性を考えていたということだろうか。そこまでしてくれたうえでの今日があったなんて、真摯さに胸が熱くなる。

「僕はネコ側だと思いますので、問題は――」

「ちょっと待て、ネコ側と思うってどういうことだ」

　碧唯の右腕を掴み、訝しげな顔をする中崎は、碧唯を経験者だと思っていたようだ。けれど実際は違う。片思いの経験はあっても、恋愛に発展したことはない。

「したことないんです」

　自分の性的指向を分かち合える人が傍におらず、隠し続けてきた。中崎にカムアウトしたのが職場では初めてだったのではない。生まれて初めてだった。

「俺はてっきり、経験ありかと……」

　ゲイバーの存在や名前と場所を知っていたのは、行こうと思って調べていたからだ。けれど結局勇気がなくて、このあいだのおとり捜査が初めての入店体験だった。

「それじゃ、こんな急に、しかも相手が素人じゃ怖いだろう」

　心配してくれる姿から、中崎が細部まで男同士のセックスがどんなものかを調べていたのがわかる。

　この、中崎の気遣いがとても好きだ。容姿もかっこいいけれど、先回りして碧唯のことを考えてくれるこの優しさが、かっこよくて大好きだ。

「怖くないです。なので、お風呂借りてもいいですか」

　勇気を振り絞って言えば、中崎は嬉しそうに笑った。










六











　例に漏れず清潔だったバスルームを出ると、シンクのそばに新品の歯ブラシとＴシャツ、下着まで準備されていた。自分とのことを真剣に考えていてくれたのが、ひしひしと伝わってくる。

　そんな中崎にこれから肌を見せるわけだが、失敗してしまわないか不安で仕方がない。

　中崎がもし、男の身体を見て冷めてしまったとして、悲しいけれど覚悟はしている。それよりも気掛かりなのは、積極的に碧唯の気持ちに応えようとしてくれたのに、欲情できなかったら中崎が自分を責めるのではないかということ。

　優しい男だから、そうなった場合にはひどい罪悪感を覚えるだろう。それを避けるために、碧唯が思いついた手は一つだ。

　風呂を終えたことを伝えるためにリビングに出ると、中崎はスマートフォンにくぎ付けだった。おそらく、碧唯の身体を傷つけないために、正しい手順を再確認している。

「お風呂ありがとうございました」

　声をかけると、中崎は整った容貌に笑顔を浮かべ、立ち上がる。

「俺も入ってくる」

　碧唯がリラックスできるようにと、冷たいレモネードまで作ってくれていた。ありがたく口に運ぶと、甘酸っぱくて気持ちがいい。

　ちょうどいい量のレモネードを飲み終えたころ、中崎が風呂から出てきた。スウェットを穿いていて、想像よりもずっと逞しい上半身は裸のままだ。

　立派な体躯を見て緊張が高まる。ソファーの上で背筋をぴんと伸ばして待っていると、中崎が目の前に膝をついた。

「もう一回だけ確認。俺が相手で怖くないか」

　性的指向を知られて敬遠されるのを恐れていたはずなのに、今は中崎のほうが慎重になっている。不思議な感覚だけれど、これが中崎らしい優しさだ。

「怖くありません」

「今のは同意と受け取るけど、間違いないか」

「間違いありません」

　間を開けずに次々と質問されるものだから、考えるより感覚で返事をしていた。だが振り返ってみると、少々形式的な気もする。

「どうしてそんな、業務的な質問を？」

　職業病かもしれない。一連の質問はまるで、強要罪に当てはまらないことを確認しているかのようだ。

　自覚はあったようで、中崎は仕方なさそうに笑う。

「俺だってちょっと緊張してるんだよ」

　正直な言葉が、強張っていた胸を温めてくれる。途端に、早くこのひとに触れてほしいと思った。

「よろしくお願いします」

　気恥ずかしさから、そんなことを言っていた。中崎は笑顔で、

「こちらこそ」

　と、碧唯を寝室へ招いてくれる。

　ダブルサイズのベッドに、扉付きの本棚が一台という、これもシンプルな寝室は、ベッド脇のスタンドだけを灯すとほどよい明るさになり、落ち着いた雰囲気だ。

　促されるままベッドの端に座ると、正面から迫ってきた中崎にそのまま押し倒された。

　さきほどすこし緊張していると言った中崎だが、そんな様子は見せずに、躊躇いなく碧唯の片腕をベッドに押さえ込み、もう片方の手をＴシャツの下へと忍ばせる。

　興奮と緊張が入り交じり、無意識に開いた唇を塞がれた。角度を変えながら徐々に深くなる口づけだけで、碧唯の下肢に熱が宿りはじめる。

　自分の男性器が、得ている感覚を表しそうで、碧唯は咄嗟にきつく膝を閉じたけれど、中崎は力む脚を身体の横へ倒した。

「中崎さん」

「ん？」

　不慣れな人を相手するのにも慣れているといった様子の中崎には、余裕が見られる。本人が言うよりも経験豊富なのがよくわかるが、碧唯にはより気になることがある。

「さっき、準備をしてみたので……」

　初めて自分の後ろに触れて、予備知識通りに慣らしたつもりだ。潤滑剤になるものがあれば、中崎の手を煩わせることなくことに及べる。

　要は、男の身体に触っていることを、あまり意識してほしくない。

「頑張ってくれたんだ。ありがとうな」

　碧唯の心配をよそに、中崎はＴシャツの下に忍ばせた手を脇腹から上へと滑らせようとする。今までと同じようにそこを探っても、ふくよかな感触は得られない。あるのは平な男の胸だ。

　中崎が冷めてしまうのが怖い。だから、挿入までのステップをできるかぎり減らして、快感だけを得てほしい。そのために、慣れないながらも後ろを準備した。

「潤滑剤さえあれば、そのままできるはずです」

　背後からなら、萎えるほどの差は感じないかもしれない。これが、碧唯が考えていた、中崎と最後までする方法だ。

「そんなに急がなくても」

　初心者らしい手順の誤解とでも思っているようで、中崎は宥めようとしてくれるが、碧唯は気が気でない。

　また身体が強張ってしまった。何かあると気づいたのか、中崎は一旦手を止め、碧唯の背中に胸を重ねるように横になった。

「どうした」

　性急すぎたかと心配する声がして、考えていることを隠せなくなった。正面から碧唯の気持ちに向き合ってくれたひとだから、言わなければ。

「僕の身体は紛れもなく男だから」

「うん」

「どこかでそれを思い出して、中崎さんの気が削がれたら嫌だなって」

「そうか」

「だから、できればあまり見せたくなくて」

　本音を聞いて、中崎は数秒無言だった。

　この会話が、勢いを削いでしまったらどうしよう。勇気が足りないばかりに、より不快な気分にさせてしまったかもしれない。思考がマイナスに落ちていきそうになったとき、頭の後ろにちゅっとキスされた。

「後ろからしたほうが落ち着くのか」

　臆病を責めずに、碧唯の気持ちを慮ってくれる。優しい声音が、耳元で穏やかに響いた。

「はい」

　嬉しさのあまり目元が熱くなった。そんな碧唯の腰を労わるように撫でてから、中崎はさらに下へと手を滑らせる。

「そっか。それなら、後ろから」

　下肢のほうで小さな音がした。潤滑油を用意してくれていたらしく、節の目立つ指が濡れてから双丘の間に戻ってきた。

「もうちょっと解したほうがいいかな」

「そう……ですか」

　後孔を撫でて状態を確かめた中崎は、碧唯を安心させるために、首筋に唇で触れた。

「俺の息子は大きめのＬサイズなんだ」

　冗談口調だったけれど、欲情の気配がした。懸念を期待に変える声音にほだされ、力みが抜けたタイミングで、濡れた指が中へと入ってくる。

「あっ……」

　誰にも触られたことがないから、湧いてくるのは違和感だった。けれど、円を描くようにそこを撫でられれば、次第に甘い感覚へと変わる。

　中崎は、ときどき首筋や耳の後ろにキスをしながら、繊細な動作で後ろを解していく。それだけでものぼせてしまいそうな碧唯の様子を確かめながら。

「柔らかくなってきた。俺のほうは準備が整ってるんだけど、遠野はいけそうか」

　穏やかな問いかけに、碧唯はこくこくと首を振って答えた。脚のあいだにはもう熱が溜まっていて、早く繋がりたいと本能が訴えている。

「身体起こすぞ」

　碧唯が驚いてしまわないように、声をかけてから腰を持ち上げた中崎は、ベッドについた碧唯の膝を彼の両脚で広く開いた。途端に羞恥心がこみ上げ、いたたまれなさにシーツに顔を埋めた碧唯の後ろで、中崎は素早くスキンをつける。

「痛かったらすぐに言ってくれ」

　念押しされたと思えば、孔に熱い切っ先が宛がわれた。力まないようにと息を吐けば、たっぷりの潤滑剤で濡れた中に、欲情の形が入ってくる。

「あっ、……あ」

　熱を宿した質量が中を開いていく刺激が、つま先まで駆けおりていく。初めて味わう感覚に、反射的に逃げようとする腰を掴まれた。

　小さく一突きされれば、今まで感じたことのなかった快感が生まれ、腿が震えた。同時に中が力んでしまい、中崎が短い溜め息を吐く。

「すっげぇ締まるんだけど、痛くないか」

　碧唯の身体を案じつつも、立ち止まりたくないと言いたげだった。碧唯も、初めての快感をもっと知りたい。

「気持ちいいです」

　両手でシーツを握り締めながら、精一杯続きを促せば、上唇の端を舐めた中崎が律動を刻みはじめる。

　最も敏感な箇所を確実に狙いながら、一突きごとにさらに奥へと欲望が埋められる。喘ぎ声もあまり聞いてほしくなくて、なんとか抑えようとするのに、抽挿の快感が激しさを増すから、呼吸が乱れて鼻にかかった声が漏れてしまう。

「んっ、…あっ…、……はぁっ」

　シーツに顔を埋めて声を抑えたいのに、熱い質量が内壁を擦られると、気持ち良くて背を反らせてしまう。

「ああっ、……いっ、いやだ、聞かないで」

「声のこと？」

　何を気にしているのかはお見通しだったようで、律動はそのままに、穏やかな声音で訊かれた。小さく首を縦に振れば、腰を掴んでいた手が胸の下に回され、上体を後ろへと起こされた。

「キスしたら声出ないんじゃないか」

　耳元で甘く囁かれ、そうしなければとなぜか強く思った。肩越しに中崎を見つめると、唇が寄せられる。上がった息を抑え、唇を重ねようとしたとき、熱い欲望がさらに奥へと埋められた。

「ああっ」

　得も言われぬ快感が全身を駆け巡り、中崎と頬を重ねて喘いでいた。避けたかったのに、と考える隙を与えないためか、中崎は奥深くまで埋めた質量で碧唯を揺さぶる。

「全部入った」

　痺れるような甘い声で言われ、中崎自身が大きめだといった、きっと立派な雄が自分の中にあることに気づいた。

「中崎さん」

「遠野は、自分が思っているよりもずっと色っぽいぞ」

　その証拠だと、中崎はもっと奥まで開くように腰を押し出す。

「中でイっていい？」

　首筋にキスをしながら、中崎は答えを待たずに律動を再開した。碧唯が何を怖がっているのか、どうして不安になるのか。すべてを理解して受け止めて、ありのままの碧唯と極めようとしている。

「はい」

　一緒に快楽に溺れたい。言葉にできない正直な気持ちを込めて自分からキスをすれば、中崎は安堵の笑みを浮かべ、もう一度キスをくれた。

　力みが抜けた碧唯を、中崎は下から大きく突き上げる。膝立ちの不安定な体勢をとっている碧唯は、与えられる快感をすべて受け止める。喘ぎ声の合間に肩越しのキスを交わし、逞しい質量に奥まで責められて、絶頂が急激に迫ってきた。

「ああっ、もう……、いきそう」

　中心から涙を流して言えば、きつく身体を抱きしめられて、最奥を激しく責め上げられる。

「あっ、……ああっ！」

　腕の中で大きく身体を反らせ、碧唯は遂に果てた。快感を極めて痙攣する最奥で、中崎も同時に達していた。

「熱い……」

　スキン越しでも、迸りの熱を感じた。中崎と一緒に極められたことが嬉しくて、全身が甘く溶けていく。

　広い肩に頭を預け、余韻に浸っていると、こちらも余韻を引きずった声で、中崎が訊ねる。

「無事か、遠野」

　いつも通りの中崎の声なのに、解放感が混じっているせいで色っぽく聞こえる。上がった息も、まだ繋がったままの身体を淡く痺れさせる。

「まだ気持ちいいです」

　汗ばんだ肌が重なっている感触も、体液で下肢が濡れているのですら、気持ちよく感じる。初めてのセックスに恍惚としていると、中から退いた中崎がベッドに寝かせてくれる。

「痛むところはないか」

　本来なら何も受け入れる場所じゃないところで繋がるから、心配されてしまっている。けれど、痛いところはまったくなくて、碧唯のそこはむしろ、中崎が退いてしまった焦燥に喘いでいる。

「痛みはないです」

　気遣いに応えたくて笑顔を向けると、中崎はなぜか不敵に笑んで、かぶさってきた。

「遠野は若いから、持久力があるよな」

　なぜ持久力の話になったのかすぐには理解できなかったが、片足を持ち上げられて、真意に気づいた。

「中崎さんっ」

「やっぱり、顔を見ながらしたい。だめか？」

　中崎はさっき、碧唯の気持ちに合わせてくれた。だから今度は、望むとおりに求めてほしい。

「もう一回、して」

　初めて覚えた快感に浮かされたのか、いつもは絶対に言えないことが言えた。ほんの少しだけ残っている冷静な部分が、だらしない顔をして貪欲なことを言っているのだと教えてくるのに、そんなことが気にならないくらい、中崎の熱がもう一度欲しくて堪らない。

　もう一度雄の顔になった中崎が、硬度を保ったままの自身にスキンを被せた。その様子をちらりと見てみた碧唯は、今しがたまで受け入れていた質量が想像よりもずっと立派だったことに気づいた。

　全部受け入れられたから、次もできるのはわかる。けれど、男らしいサイズにまた責められると思うと、自分の身体がひどく淫らで貪欲に思えて羞恥が湧いた。

　頬が赤くなり、それを手の甲で隠していると、中崎に見られて手をはがされた。

「どうした」

「いえ、その……、中崎さんが立派で、ちょっとびっくりして」

　言うと余計に恥ずかしくなった。両方のつま先をもじもじさせていると、中崎はくくっと笑ってから身体を重ねてきた。

「碧唯の色気が育ててくれたようなもんだ。ありがとうな」

　ツッコミも追いつかない冗談に苦笑しかけたとき、名前で呼ばれたことに気づいた。

「何言ってるんですか」

　名前で呼ばれて照れてしまい、少々棘のある言い方をしてしまった。そんな碧唯を見て面白そうな顔をした中崎だったが、すぐに雄の顔を取り戻す。

　熱い視線で碧唯を見つめ、溶けきった蕾に昂ぶりをあてがった中崎は、碧唯の唇を深く奪ってから腰を押し出した。奥まで愛撫されたばかりの中は、躊躇いなく欲望を受け入れる。

「こうして向かい合ってるほうが、しっくりくる」

　偽りのない言葉が、熱く深く、胸に響いた。好きなひとに見つめられて快感に浸るのは、言葉にできないほどの幸福感となって全身を包んでくれる。

「男の身体ってこんなに色っぽいもんなのか」

　熱っぽい視線が碧唯の中心を捉えた。反射的に身体を強張らせると、宥めるような手つきで中崎は涙を浮かべるそこに触れた。

「自分のには感慨なんて特に湧かないのに、遠野のはなんか、エロいな」

　冗談めかした口調だけれど、中崎は本心から言っている。欲情したそこを指で包んだり撫でたり。碧唯を尻込みさせないように少しずつ距離を詰めて、一つになっている実感を膨らませてくれる。

　初めてのセックスは、これ以上を望めないほど優しくて、言葉にできないくらい気持ちいい。

　自分のすべてをさらけ出したのが中崎で、本当によかった。

　この素敵なひとをもっと感じたい。引き締まった腰に脚を回して強請れば、本能が求めるまま責め上げられた。

　感じる箇所を何度も抉られ、中がきつく収縮する。そこに中崎の熱いものが勢いよく突き入れられて、身体に電流のような快感が走った。

「あっ、い……いいっ」

　感じる箇所を躊躇いなく責められ、中の収縮は自分でもわかるぐらい忙しなくなる。そこを、巧みな腰遣いで中崎の昂ぶりが行き来する。

　中崎の表情からどんどん余裕が消えていく。碧唯もまた極みへと駆け上がる。

　脚を大きく開き、急所を晒して敏感な場所に欲望を受け入れる。相手を信頼できなければできない行為が、これほど気持ちいいものなんて知らなかった。

「中崎さんに出会えてよかった」

　ぎゅっと首元に抱きつけば、両膝が胸につくぐらい脚が押し上げられて、体勢は苦しくなった。でも、愛しい男の体温がすぐそばにきて、興奮しているのに心が癒やされる。

「可愛いなぁ」

　耳元で囁かれたと思ったら、抽挿がこれ以上ないほど激しくなった。中崎の昂ぶりが抜けるぎりぎりまで引かれたと思えば最奥を突き上げる。繋がっている場所はとろとろに溶けて、大胆に収縮し続ける。

「碧唯……」

　まったく余裕のなくなった声で名を呼ばれ、それにも感じて碧唯は中崎の背に爪を立てた。嬌声は止まらなくて、身体は二度目の極みを迎えようとしていた。

「また、いっちゃう」

　正直に言うと、中崎が少しだけ身体を離した。すぐに唇が乱暴に塞がれて、それを合図にするように、碧唯は絶頂を迎えた。

「ふ、…んぅっ…、ああっ」

　とどめとばかりに最奥を突き上げられて、碧唯は吐精した。同時に中崎をおもいきり締め付けると、熱い質量が中でびくんと跳ねた。

「くっ……」

　中崎が低くうなるような声を上げた。逞しい身体が強張って、中崎も達したことに気づいた。

「…はぁ…、あっ……」

　中崎は満足してくれただろうか。冷静さが少し戻ってきて、同時に臆病がまた頭をもたげる。

「中崎さん、本当に気持ちよかった？」

　ドキドキしながら訊ねると、解放の余韻に浸りながらも中崎は答えてくれた。

「ああ。感動ものだった」

　いつも通りの中崎だ。テンポよく冗談を言う、普段と変わらない中崎を見ると、過ぎるぐらい気持ちよかったセックスは夢じゃなかったと再確認できた。

「もとから可愛いやつだとは思ってたけど、エロさも隠れてたんだな」

　手足を投げ出した碧唯に腕枕をしながら、中崎はそんなことを言った。色気を見出してくれたのは嬉しいが、言葉にされると恥ずかしい。

「中崎さんこそ」

　普段は飄々としていて冗談ばかりなのに、野性的で情熱的だった。

　そんなことが言えるわけもなく口を噤めば、ちゅっと音をたてて唇を奪われた。

「体力にはそこそこ自信がある」

　ふふんと不敵に笑って的を射ない答えを言った中崎は、事後の気恥ずかしさに無口になった碧唯にキスをしたり身体を撫でたりしていた。

　そして一つ溜め息をついてから、天井を見上げた。

「実は、すぐにフラれる理由、わかってるんだ」

　碧唯の肩を撫でつつ、そんなことを言いだした中崎の表情は、長いあいだ心の隅にひっかかりを感じたままだったと教えてくる。

「言うタイミングがちょっと微妙なんだけど」

　前置きしつつ、中崎は表情を確かめてきた。碧唯は続きを促すために目元を見つめる。

「ほぼ毎回、セックスが義務的でつまらないって言われて、フラれたんだ」

「えっ……」

　ついさっきまで情熱的に責められた身としては信じがたい。中崎も、今夜と過去に差を感じているようだ。

「付き合う相手は女で、付き合ったらすることがあって、そういう流れになったらするっていう固定概念の一部だったんだろうな。身体の相性があるとかいうけど、相性がわかるほどの差を感じたことがなかった」

　淡泊な性質というだけの問題ではなかったように聞こえる。続く言葉がそれを肯定する。

「遠野として確信したんだけど、俺は今までまともに興奮したことがなかったんだ。精神的にインポ気味なんじゃないかって悩んだこともある」

　異性を恋愛対象としていても、こういう相談しにくい悩みを抱えるのは苦しかったはず。いつも明るくて、悩みなんてなさそうにも見えるけれど、中崎は密かにひっかかりを抱えてきたようだ。

「それなのに、遠野を見てると、思いきりムラっとしたんだよ」

「ムラっと……」

　たしかに中崎の興奮は身体で感じた。だが、いつどこでそんな要因を与えたのか、自分ではよくわからない。

「普段のぴしっとした真面目な感じの遠野も好きだけどな、色っぽい場面になるとしおらしくなるギャップがすげぇ可愛い」

　言い表されるとより恥ずかしい。片手の甲で顔を隠せば、安心させるように頭を撫でてくれる。

「久しぶりとはいえ、連続二発は自分でも驚いた」

　今夜は今までになかったくらい興奮した。すっきりした表情でそんなことを言われては、嬉しいけれど恥ずかしくて、布団の中に隠れたくなる。

「うまくいって、何よりです」

　碧唯はされるままに感じてばかりで、何をしたわけではない。うまくやってくれたのは中崎だけれど、返事に困ってそんなことを言っていた。

「他の野郎を見てもきっと萎えに萎えるだろうから、ゲイではないと思うんだけど、よっぽど気になる相手なら男女が関係ないタイプなのかな」

　自分でもまだよくわからないと言われ、碧唯は不思議とは感じなかった。

「人の性は、男女とかＬＧＢＴの括りじゃ足りないという考えもありますから」

「そっか。安心した」

　晴れ晴れとした笑顔を向けられて、碧唯も一緒に安堵した。答えがないという答えだとしても、二人で悩みを解けたならよかった。

「そこで相談なんだけど」

　まだ他に悩みがあるのだろうか。

「なんでしょう」

「碧唯の彼氏にしてくれない？」

　言葉の意味が、すぐには理解できなかった。いや、理解はしているけれど、それが中崎の真意と合致しているのか、判断できない。

　フリーズした碧唯の耳元を、中崎の手がくすぐる。優しい指先に励まされ、思考が戻ってきた。

「僕なんかでいいんですか」

「なんか、って何だよ」

　仕方なさそうに笑われて、目元が潤んでしまった。

　中崎と想いが通じあったなんて、信じられない。片想いで満足しなければと思っていたのに、叶うなんて奇跡みたいだ。

　唇が震えてしまって何も言えない碧唯の肩に、中崎の大きな手が添えられる。

「碧唯、付き合って」

　まっすぐ届けられた言葉には、疑心暗鬼になる隙がなかった。

「はい。お願いします」

　初めて叶った恋が、こんなにも優しくて素敵なひととだなんて、幸せすぎて本当に泣いてしまいそうだ。

　口元を押さえた碧唯を、気遣い上手の中崎はぎゅっと抱きしめ、背中をくすぐったりしてじゃれついてくる。

　良い後輩として印象に残れたら満足だと思っていた。けれど今は、良い恋人としてずっと傍にいたいと、切に願う。

「どうしよう。すっごく嬉しい」

　心の底から、素直な言葉が零れていた。そんな碧唯を見て、中崎も幸せそうに笑っていた。
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「あおちゃま、ちょっと手伝って」

　県警本部、刑事部強行犯係。捜査に出かけた二人の刑事を欠いただけで、比較的穏やかな日、事務作業に飽きてきた様子の中崎が、特に理由もないのに斜め前のデスクに就いている碧唯を呼んだ。

「中崎さん、呼び方」

　勤務中にふざけている恋人を小声で窘めると、中崎の隣に座っている大先輩が呆れ声を上げる。

「あおちゃまってなんだよ」

　もっともな台詞だ。困る碧唯をよそに、中崎は堂々と答える。

「言ってるだけで癒やされるんで、遠野のことはあおちゃまって呼ぶことにしたんです」

　何かとストレスの溜まりやすい職場だ。これくらいの息抜きは欲しいと言う中崎に、大先輩は冷静な表情で言う。

「外ではやめろよ」

「はーい」

　刑事部では、中崎は軟派なほうだ。それでも、検挙率の高さは安定して高く、それ故多少の軽口も許されている。

「あおちゃま、今晩飲みに行こうぜ」

　ランダムな誘いに見せかけて、デートに誘ってくる中崎の自然さは感服ものだ。それでも返事に困っていると、碧唯より先に大先輩のつっこみが入る。

「お前たち、急に仲良いな」

　ぎくりと肩を揺らしかけた碧唯とちがい、中崎はペースを崩さない。

「合コンセッティングしてもらいたいんで」

　年下女性との出逢いが欲しくて、後輩とお近づきになるだけだという、至極自然な理由をつけてしまうのだから、肝の据わった男だ。

「どこ行こっか、あおちゃま」

「中崎さんふざけすぎです」

　また小声で窘めると、大先輩が「もっと言ってやれ」と言ってくる。

　男社会の警察組織で、しかも同じ部署で、どうすれば付き合っていることを隠せるかと不安に思っていたけれど、中崎のお陰で自然にコミュニケーションが取れてしまう。

　あと数か月もすれば、警察大学校での研修が始まり、その後は警察庁に異動となる。仕事場でも中崎と秘密の恋愛を楽しめてしまうのはそれまでだと思うと、寂しさを感じずにはいられない。

　一番若い刑事の役目であるお茶くみのため、給湯室に入った碧唯は、幸せ故の溜め息をついた。無心で先輩たちのマグカップにコーヒーや緑茶を注いでいると、突然尻を撫でられて跳び上がりそうになった。

「誰っ?!」

「俺以外にやられたらすぐに言えよ。逮捕してやる」

　悪びれる様子もなく、飄々と置いてあった土産物のクッキーを頬張る中崎を見ると、イラッとしそうなのに可愛げを覚える。

　お茶くみでも何でもするから、この日々がもっともっと続けばいいのに。どうしようもないことを考えてしまい、無意識に唇を尖らせると、中崎がやっと慌てた。

「セクハラぐらいでそんなに怒らないでくれよ」

「怒ってません。いや、セクハラは怒られるべきですけど、僕は怒ってません」

　セクハラの自覚があって、それを自分から言うなんて。相変わらず碧唯のツッコミ能力を試すようなことを言ってくる中崎にうまく反応できなかったけれど、このやり取りだって実は楽しくて、余計に寂しくなる。

「どうしたんだよ」

　今度は真摯な眼差しで問われた。途端に身体から力みが抜けて、本音が口をつく。

「ちょっと、寂しくて」

「昨日もあんなにいっぱいしたのに？」

「ちょっと！」

　給湯室に二人きりだからといって、思いきりふざける中崎は、新調した体型に合うスーツを着ていて、軽口に似合わない男前ぶりだ。

「何がそんなに寂しいの」

　さっきまでとは打って変わった穏やかな声で訊かれ、思わずきゅんとしてしまった碧唯は正直に話す。

「ずっと中崎さんと同じ職場がいいなと思って。県警に再就職したいくらいです」

　県警に再就職できたとしても、数年単位で県内の転勤が待っている。避けられない問題だ。

　半人前のくせに公私混同するなんて、と、さすがの中崎も笑うかと思ったが、全く違う言葉が返ってくる。

「東京との県境に一緒に住めば、問題解決じゃないか」

　互いに通勤できる中間点で一緒に住めば毎日顔を見られる。考えてはいたけれど、言いだせなかったことを提案されて、胸が詰まって息が止まった。

「若くて可愛い嫁さんもらうの、夢だったんだよなぁ」

　くいくいっと肘で脇腹をつつかれ、喜びが許容量をオーバーしてしまった。途端に、顔が真っ赤になる。

「ぼ、僕が、嫁ですか？　料理できないのに」

　何を言っているかわからなくなって、咄嗟に前髪をいじりながら顔を隠すと、中崎にも両手で顔を隠された。

「お願いだから、他のやつらにその顔見せないでくれよ」

「す、すみません。変な顔して」

「変じゃなくて可愛いんだ。覚えとけ」

「はい」

　勢いにつられて返事をしたが、今可愛いと言われなかっただろうか。

　異動は寂しいけれど、新たな楽しみができた。それも、同性愛者であることを誰にも言えずに、恋愛もしたことがなかった自分には、想像もできなかったほどの楽しみが。

「今週末アパート探しに行こうぜ」

　そう言って碧唯の頭を撫でた中崎は、先に給湯室を出た。碧唯はマグカップの数と同じだけ土産物のクッキーを盆にのせて、頬の火照りを冷ます。

　最終日まで、強行犯係で頑張るぞ。新たな生活への期待を胸に、碧唯は給湯室を出た。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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